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はじめに

ふ

円町
可 4
仙

1'，1本が千占会て'11'，!♂ている出々な現象に関わろうとする場合、その1'，1本

は、行止f国家と :1子ばれるよr 行政国家のひとつの特僚は、政改課程の情

大イヒであり、It!{液課題グJ!百六イニ;土、It!{液巡行過程を、 4り絞主fI:iJものG

L'C c、る v

l 火iAi 二して 1 、え(工、~典的な 1 '1京が、私 )j :'[¥1規制!などの主主Jトー命胞の提

示をその任務と Lて v、たのに対〕て、今 l-f三ける民主l土、権力的司引j

j〉外のf干務をよ〈汽っ℃いる「ふとえ:工、そのひとつ;ごは、おじ助金公 y

をfIlいた、ゴド幣jJI守手訟による政策介入がある九

ここで、同家は、ア父こムー7::ca! r (i t;-;-a r: d-sti:~ks) sを使い分けながら、

1 ih0'{区不化;土、 qJ'1.)(機陀を発尽き壮、委任し!、河を発 l主きそアた、そ t)~(...:.1-ァい、

法学的な認出iとしても、あくまでも採りうj'.-，'，i出荷の枠制みの打、政-(Jttll，-J 8Jを

知るべきは説会と寸べきかっそれとも、十J"C1) ;'すだが、ヲては{引jも茸iづない裁判

下 1 の判制l 仁約千，する沖口選挙で選山えれてはいな:..'が、専 ~j1-1混としての専門的

二i附ができる行政機関をf，;用 tるか、こいろかわちで訣誌がさ札てきた そ

卜〆・ i偽宍 ウイノツ約三口車iMふ冗唄?にアメノ刀法(7))1'/と弘Y..'ぷ・ 1990
年!27G:tU't:; 0 ，}ガル リ〆りズムにづいては、常本 !M悶 μj法審会1と j
ール プIIでス ア λlj 均での j-:-;']U の機能に ï'!; ーする三田 ~~::JJ党民 J )I~}.jl 

子前集、け毛主ヰ号、:\)R\ Lí I ノ:~(Jl円以れ

2 行fifL(!)分野における、規制;Fu、の変化につ 1，'ご[止、阿部~~1: ~行止;(の iJ、 γ

ステム(上) Ci::1i版)JIι 高支持1・1997_:'::)以良以「っ高:1:武品 rli政法の対象

と結|持 l 芝íU.~~; 小γJ:I)U11; 宇p:宇泡河川]政法C)l'r点(';j";3 ，fffi() 11 (代斐
調 ~rj(!~年"民灯、下日

また、 '0也するぷうな、 10;主導」こレとう内庁から論じにものとし亡、年原茂

松 :持活手U、と訂正tμ、日系 fト甲1:1ye完1;・予官克也桁ー恒肝安;il，生占椛言しj色

行政法。)匂反と変革〔上人情玄関・:'(川I1:f:.'.) 553白JLIコ qri宗茂松 行政上

の;jfJ芹J~者 ßTí力・つ，r:í-Jノl'光!D ・戸jit1:f心細行政法的耕民想 rr .r;: n}作用・ ~-j

政手紘・行政常杭)'].、 l官三閑， 2(州民年ノコ(市民円、 1'，

4 こうし t:去J:l~は、 ;';hi ムJ;ill が、政I{，j'--~守品。) -J:L象である丈rtr1J伎をJ買う部うjも

で、，f:'-'ミ亡し λるものつ干ある… Se'2 S~円七n 河えっ:1"γin ， G:il'cmmr!liI Sf'2{'(h， ::7 

UCi-"'¥' i-. Rcv. 565. 6，13(1980) 石じ!!uls() LaUrCllCC H. Tribc. Sliιks u1'l1 Cμr)'o! s 

T川 ροctft川"パア17COristitut!門つ州;Lα心町ωIι!れjθ引1川ωi山Iμ 川{リ[

nιi巴~ HHE¥NAN'S ELi口Ul丘《一el可ιINIド、LI':じi:NCE1乙う{リ10SI日fじへ i巴， J(引()SENK日Jλ¥¥1:

131 ，1t品、oO¥:J'24Gi13Sペコ



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

拡が :1つつある 1';1家的課題をj主成すゐため仁、 1，1尽を訪，皐Lナさ

六とし:えるだろう

(1) 問題の所在

それでは、現代行政1'1ぷにおける1';不的な誘導機誌は、憲法的:との

よう iこ計祉されるだろうかハ

孟ず、{許認すべき二とは、この回議を、 々義的には導けないーい弓二

とずあ。ハなぜならば、国家的誘導炉、どのような「坦府J で、どのよ

うとよ F 日[tに対し亡、ドC)Jうな 'hi主」でfiわれるかレいう事情7戸、

今寸;刊を'I'U 析予 LP告に、 l)~';;-;.二|勺にとなるからある ν

たとえばも U わゆるも 耳Iの茶咋己主のllL考を刑法に J て1l;考するなら

ば、経{泣的なbmに子3翠J守?子えるような誘導衿註と、表l見のけ臼;ご影響
えるような話再搭 rr-e(，土、おそらく耳、が、古Jに異なっ丈一~Hilliがされる

といえるだろう I

& BEllNA;W SCH WAllTZとd".IDD7) 
なお、給付と人権 lこち司寸る~;z ~iの論文として、1[ 1林Rf~牛 I 松(，J と人続 J 丙 l旦

除法f舌ノ千編集 =Eti喪誌舛 志j:'，.，i、立 ノ、主主誌の新民間(マ"反言 l点。以下'I-~) :!fi:-; 

Hl-'J.十 まん、約寸-L44敦授は、ソJ判以降がノ:é.~格力発動の J 垣間 を規律す

るものであ，;kす4Jタイプの正茶話かムすれば 給{かほ:)IJか、直j急か間接か

にがかわら j 、上μ己(7)法持註を支えている->~;[~-1口牢の人模法必引を WJ疋11 ヒ

ヴ去るは寸である とし、 l i ls宇p と示、HcIの複:?と l、安uui芦れる 1T動』

という却lたな行政作m鈎~;を結介し、いる口 HfoJ村士-g: 1--1.'.1とよ化 その

同家町給1，1と恵子f;sS統治:JO)あ:)) j -----------J ì;:-t~)'! 敦亘3280' こ (1の8+.) 33交の去日

I111守政司「立1去をめぐる問題状á~ ムそ (i)}~' あ占(院する 子r1fr---------i去と政
ll: の拒奇二、での~:-T ~'l.j '0)付け}， ジヌリスト :369号円∞sイr.)お百以ト
4 この京現は、政l付目前O)JlIl有企立芸品 1，たものとあるヘ刊杭 lγ 〈リカに日げ

る市)';11'1 才、と表現1'1七五~it:十的自111との栴光 政府口論の理論との問わり 」

芯 υ、埋論研'-';Gi':;寺田、よ~;)、公員tú i-♂ ~z)t:諭の諸相敬丈でて こ008:¥f.)的1ii'11，，乙

なお、ノト福は、比較的男j自に反聞きれ/一、政府言論のJ!J!論をを考に~')..-つ、

仮;，t(!)政川τ訓に|町宮るJ止蒙 11'1;矧 l を袖うかだらて、横成され Lいるい
いわゆる、 Tr.:，.ワ基金論に閉す令JlIl言tfや念Sf"i:二段νミた}伝平等される 'I'IIIIJ
の汚容が31なれば、乞れ仁川ずる時点。)ロlite事会:(7)梓相みも、呉なるものとな
ゐ戸ろっ A まん、あるよ吋、の同ト討を論じる場合ぃ:二、での上イイ、がおかれTいる、

~Lì:.土砂コ:.)，:245)l:3S9 
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また、より 岐的なレベルでいハても、|斗本の 1;巷をi主主I;e<';(.'警戒す

るような たとえば、リノヨタリアンの上うな 立i誌からオる〉、郁

助全?による介入を忍法的に芸そわしいものこ仁るだ人うーこれとは対照的

仁、 ?メの効用手ト弓7三[よろこすみ立場からすると、補助令の給付(、よ

る介人を、:~:~'会 ú'j に疑わしいものとは L ないだろう仁

あるいは、補助令の給付行為を、中なる キ;H;t (bcndi~_LI の供，) と

担えるならば、ぷ制定した説得、ア法を与重ずるような司法若手ひがな

え :r~ ゐだろう L、具体治な補助令の給付行為を、 権利片山llL)J の行

使に影響をうえる不、5会1'1本 ftJョと組えるならば、より咲滑な容ががとよ

さiしるだろ弓 7

以 iの 4 うに、同氷河ヲな誘導機誌の是非(止、基本的:ごは、俗日:J戸、休均

な文日tl:依存しtいる Jていうべきしあり、む Lノ〉、そう 1-， i:' fjさ':~U位が避

けられないという父きであるに

そう「ると、 ul変なことは、同二戸約な誘導主主訟の己表を、完全にはEf

'lCすることなく、よパr ノ〉具体的な訪導機能 l二関す令官司覧会;~'!決のhめの、

いく J志のjむ主了やベースライユをJ告すこ Jである一

本稿[よ、この4うな問題関川、に);、ゴいてパキi'i'Iづとし hう出家行為を含む)

「同家にふる PIIJ 関する、いくつかの刊しI r:rJ~~W 奇解決することを試

環境(めるーノじの秩ry;なJ し話、t'Iむが平安と ν われる予とがあるυ 石川信汀i

営業の士 111 とその規制I J 向栴~;fじぷ・-}::{日i高官E法())争点 i ゐ 3 坂; ~ (有斐

閣 199~;年 I 1氾頁以下c 沿道においと(士、 '1、11阿r'Jt;1'柱のlんを11三時JI 1，尚学
七つり04年;

" 11 会でがま L くない現象が~~~.った際に、 I可家がそれに 1l' へを?る L二と(よ〉

るl，~.:ょ、あるつ守口lへ、 1"1民 lèiji範 l 作 iこ議i♀づること土、日、ずしも作ゼミれな

いとい弓垣間'である こjLl子司しては、その究極形態ノして乃市越二王立の丈派

を季刊のこ 1:， S仇ρ何戸jμe了t'Flγ¥V;:lc山υn 斗旬ぱhJη1叩ο仰F幻川nザy引 2ぽd戸丹U円?付te肘(t行lμ1口川l日又η別， 1υ川1口，h斤3【7日と S

Mο問rれt山れ ο叫(Frf'凶Uα山ο1ηit.CZ S じωaム L Rc<， 1刊Oω臼幻71川108約g)，φづ小、以[良去主幸伊 ラ式の l->，I悲

) ]11伝大守法政白川まさG号(:前年 1民 jよ下}

l' 4川論でli1f:Z:， :たように、利i止のiii:f:売の1"1賞を、どのように従えるかによって、
紋担明}rO)審査のイ1:Jjが穴な、てくる Sec Ka~， :llcCll ¥1. Slll1日社Jl， [-仏οnsli山 i1rm

(11仁川ditω1ぬよOフHa可 L k引 141:-) 14つワ (1989)。

[51 ，1t品、oO¥:J'244i138i'



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

〆式寸，.，¥，

(2) 本稿の目的

本析は、国家的な誘導終JjEl閲する問題関心を斤示として、 7メとム

ナに!主jする是非を検討するものである そのための方法として、「政府

{如、 cγム日C1~. spccch) J とし寸河市I装者をffj，、ることにLたい}

二めようなi司法設定をする均台、 孟ず、政可干戸に市の王国論が、いかなる

1'!1ゐ~であるかというごとぷ|記長ユとなるだろう U アメリ万にぷいとは、胃

京にうとIfLI"1主任務の増大化の動さに対応 jるかたたで、政府百口市とい

弓)If論カS: I;~' しずつE詰どられているイ、;比にある ;ν

ここで、止土庁言論とは、 atZ引引ご¥，¥え l工、国季、がお々の形態をとり
つつ、戸111な討論立問、ない Lは、「dtF4のは111chお」に、同 づ p

Q -

との危険性をFfj辿悦する班請であると"l義11けらnるべきである，，，

どとえは、政府言論の精一入者とされている Yuclof:'土、今日における、

大荒牧な政府内役千誌にy:，1しうつ、 j互に備制 1'1ij，、のコミェ二ケーショ

ン・プロセスの複雑さを、:大グ)ぷうに、〕ているこシがィ玉11されるの

ベ的じaぅsR. Su;，日tcin，SlI'JEld Scx L'QI1はlilyLaw A.PPI.\ ο Hdi~ピ 1tms ln，，-;ilu /i-，)!凶~. ，-n 

IS 日、 'LTI仁川 ;;;'~~;fU Ll S;vl HAD F(J~; ¥VO九ド ，¥1';'~'r) rSUi::¥e¥ ~\-;， Ol¥l¥守d.1999) 

，) R;'.nctall r. Ikiぺn川口 g，¥¥-'ill i川 C.nlJ日 T!t('，¥'1(111) r，η('i'.<; 0/ (;I，vi"m1ilv1!i ，¥I:(;vrh 
8G [u¥'i('l L. r~ぜvJ3 7'7 (2.じ凶01i

1:"政府言論のJ]1論町中核にl土、 ピ，tl;!，(j) U iTi TTT j括j を千里ま什るとか、 と共，1論
をJ1ーまセると νう践7ながあるふうご品る S{'CD，、t!cυlc.s円1mιd['n川町li同

tion!ll COl!dilioi1s: Churting S'therl:'s uf、ρH[hJlitv111 G川げ即断IlI-Fuη'l:'dSjw(' )1， 6~; 
HγU. L. RC¥-. 67:3.川(j9'12)

また、横六王ごさ「言論 11)場，:.-.:.J3:t{) ~発言ず巴少しての政付 法学政t古学論

究72号目。07'1'~) 22日8tH立、政府， ，訟の税制u(!)材班什につい℃、 l政lずがt:fi区的
に吉斗のす場を十伝することが自己続出~~t'I' にとって必要小吋欠である以し、

政イナ百論の仰向に，/'1つが主める去、itはない しかしい!けに、説 ~I，if:5:JI'f.Jな政市
訟が広く認!f)(，札てしまうと、自己続出通科ふのものが破Jj2されてしまいか

ねない}そこ引 紋11引政府百論の止伐什をju;王土忍めながhも、杵きれない

改イ'Jii:HiJ'を検討しrJf，りかにしていくことが必史と!:J:-ヮてくる lとしてし、る、

~Lì:，土砂コ:.)':243) l:3S7 
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今汁;ーおいて、専矧J;おlfiというものは、政府ドよる(九宣HJイJな亘:

l床での 引用言1後fむからのみ生じるわけではなしh ー もし、

設府が、 RT己{や治手fiク)é~ 1. しを支 ~1じするならば、口 1 ， 1の政府を認択し

弓己コントロ】ルする II民というものが、級吹きれみだろつれ」

(しかし 引in'斥) 市:])判外をi:iiぃ、、二才しまでの多くの苧
者たちは、な、 l'ヲな汚誌を!.~制する投府に対して閑，[，、を灯してお打、

コミュニ庁 ンゴン・ネ y ト 1 トクにおける、人規模な決府の fJ):~~

を、抗してき丈 攻代1，~1li: 1"1ぷ :..::j3t '亡、 J ミ工ーケーンコ〆・

ブロ令スは、?旦中長である.，..・ 4この本におい'(I 工、コミコニラーショ

ン・えソトヴ クにおける、政府の参加のl白j胞を検討 fるつ(傍占

:立引尺者) 1(引用 1) 

政府言論の諸相

きて、正之H了三口告の舛論は、中青神的円山の予cui或にぶける同家介入なし向

車問守ι関する伺極l二対し亡、円ilJなが峻か守える理論といろべきであゐ
といへのは、'r'udれ!による、先はど小したような、政府己論の斗f諭

る断斗に:よ、政府汗日市の 嬰な問題関川、が、 1111締;こ&iしているか

ら Fある~ ITr章とは、そのこと害、孫:fi.t

，l! 言論助成

品11，こ、正文戸中門白色の型車訟のア γソ、ラインを十げがするために、:大のよう

な去法 lの可思宇 υてみ二とlLたい

それは、|勺U~i 対 L 亡、人怪を放棄させる Lことを条件にして、 (1 勺じれが)

補助金を支給できるかどいう いわゆる、国家レ完成の足非:こ関わる

|刊誌である'"州 '1¥1な↑刊を卒、げるならば、ある lぷ現 j を:{---::わな1、

ことを条件に 1た、補助令の拠8が問題こなるだλうl九

I r J¥IJ¥RKじYCDOF'， Prr}(u('cωW11[:¥ (;οVER~\r[~T 只P三 ι\.K S (1 D82)や f二I_:
L、引吊 Ll._'丈主主のmM!j-;U:，Iv:X介 l止、若干異なっている。

1::' こう Lた刊 ~~I立、第 3 中で論こるように、アメ"カ蛍1去半が、 :q何年代にへつ

工かよ 山助F.t ("，Llb"，i(:山て1、1川 c，;)とに亡、牧討し、与たものである。

171 ，1t品、 óO\ :J '24~;13ki



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

ここで、 Il;l1t三効成という問題を校討する係(は、 1"1吉之助成というわお

カペ ヨド f在JJ8'~ な{下芹i である〉いうことに、円買的である i乙要カ?ある
L 、"
につつ c

それは、いし、かえオ1，~~{、「二色のどのよ与な権利べコ法主主が佼拝されるか

とL寸前理が深川jされている、裁判作JIJにおけるみ~本的J示日Uとの相克と

も0-えるものvにある

より具体刊にいえば、 i品、千J行政と 1、う t司令〈千72主i土、封書u0な作)ーでは

ない J そのことから、給付作用をどのよう，-憲法的に許f!!Jh'-るかド問1

て、;::1'日町;ご小したよう士、ひとつの i主主;安いし罰 j，f~の問題が牛じ亡いる

といえる v

それでは、政府言論の程論は、どのJうド止、答するナよろうか 政府言

論の1明治は、やや単市主化し口、え iX、「専前政治JZ 、真~IÆ 出Jな立はにお

ける下検閲 Jかι:土f:じなしといっ古1;う;"~，ご肴 U' -r、凶家作j-j-ju) r-~九

段 I8<)機能をj問う/ごろ人

たしかに、 l'斗翠助成は、公梓んl上る禁E 処分"Cはない。 しかし、少

Yし、-;守司?主なくとも、出家による 11ぶ犯の白11:i ，1品J ~こ対する l 同証 j

である、とし ι える二そうヲるこ、われわれiよ、給付の ，:t平的な中身を~~}

i司えする必要があれ、そのような観占刀、ら、同家介入のl';.t ~Q:J 十七一

Lていく必安がある d

そこで、内記自立しこ v、えば、あるlfJ.'~t を支持することを粂';l~ こ納 U)J 主を

市7f干する場面のように、*r-iイれいーが、権)JI:10fJ-eilJである l検問.1YI'JIJと

同等の問題をλlじさ γfゐf具合子あみ二とlで戒Fべきである

lS 日本においし f門別法 L ベルじの行政均~，-æ: i} な支出に，\~する汁 *'-;);i'とこし

て、i.~_;毛戸l:gI::がある)丈ドし、伴氏訴訟を ;8 ~~た公金f::z i-) JY: ~の詐g:~ ~-: ¥立、や

はりーだれ限界がある、去る詰弔によふと、住民ijif訟は、「実(.1.、は沼市町」ム

性とか f低泣0の〉脱+純I~.:，にこ主弘L削触!寸 るj均佑/汁7、丈む[は主t昔う Jv~- 、吐f生公fぺ:去託まi淀主 fη'j" oの)，認メぺ〈め VりJ れる j場品f仇7 に

V浪ミに?告ミjれiるCの〉で;は止

走 |凶卦首部Eコ送主よ
i 司l主して、 1トト、，-咋也払樹J~~I:ノじ正民:;:ì:ひj、う学失のロ占宅垣 芯v、A号?子予"の椀戸芯か， ~~らJリJ (，以べ;伴~J:時T幸説:r-;日3 主呑き t;

号 11円日8お3午 l:3RUC， 

1 ，'<ごうした l出向~;， I LI家助成のi出#-11:;足を拾4ザずるお4lこ、

~Lì:.土砂コ:.)，:241)l:3S5 
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ふ 士山

間 "iG

あるJt1-l研究の育会合m'1) ゐと、 '1":家のゴト =~j\制的二子法ドよる l 道

徳的関境」形成への問ゴ以、 "IHljç;O) 白也、に 13ねるべき ~'M他の戸」の

内科形成を事めってヘ恨んで、それによって、七らの関与の，1当十を強

化 l、 l 戸i止の条件J 宇侵食[ていく 日ごとに注告する氏、要Jゾある。

あ J主い J土、ド!米による給11;;1動力宮、 r ，.Jr公式の検閲 (inf:)L:;l;J~ Ct:GSOr 

ship) J l'に転化するf対主作を件戒寸る必52がある"ヲ:ITll)c

である.:iC'Z，U日cn& B出ミ幻iPmn(lic 9， at 1 ，163 

"小泉nウ '1ι家のHt害，[とん凶作論 恋法問題ムが5. [，2し刊b主):-;2民{之、 u、グ)
表現f'jl'1i-f!t.~ピ J (.関する54E品をづ:):::Jlながら、伊川目lコ:)(.'tll:';l仇ぞclJという主 権

力的fiJ、の発押する力が、いかhこ大きいかを論じている、これに関連L-C、安
1")，部「平等{昇手宝石よぴ政教分前の領域注げる 」メ J>1.: ジの平等悪~..I J.!...校

法 J了日ィ午、1996年)8Ul:!立、 r等条Jt{二平反を格設するよ与な、 1'.;2グ)メツ七一
ジl二3ヱl' ている

" 戸部!門商ヨ@'it干 111 人枠名前，) (J己主証明，1 (右斐院 20(){コイ:'-J :~(ヲ ~BC') 
}ó克し二こで、--þ台市教i':i !J、機能的右悦同概念、を提示 L ごいるー本吉~.~.ご確認し

たように、検問机:2"':U)捻論司なアヌロ ザは、政府言論の河辺民間Jし、と尖.;_8す
るものが￡る i幾百êiJいけ受|吃蹴;~、を提起寸るす取としい宮沢俊)~ 1;:方、J、寸(耕

υI;J.JJ (有五悶・ 1971年】トヲ(i!I以下

も〉ども、「非公式の続出」という概念を 1~氾 L 1:アメリむの当勾山子1Y1Ii去
しの関係でいえu'¥本絹もまわ巳この概念を怯市)こ枝川 Tべきであっトかも L

れ士いよ守、本綜は、凶米しよる均成r;:，X，主力、、検出jとH与J;j抗恥を村つも
のに転ιじ寸るということをj岳小〕たに過きないし仁f.;::Lnl;EII sr)りk只¥，'.S l111 i 

V;¥;i， :172 L.S.;-)I-; (1%3) 

"アメリ力の去J日の自由;おに関ずる判例hよ、十年ぷリ侵ftの要件を、 z.，しも要
求 J ない」ルがある とシえば、女児~k対ずる「処罰IJJ につき、その1完成法叫

刀、、非常l眠l味な丈fTT;こめら1い、いるj弘台にl工、故 J針が、莫然fωえ祉充;!I 
や lj長 l支の立てすu~ ，ψχ などの iL;E4l， 1-}ll し、る . (j)ょっな権利侵害件全必

ずノも 'l、ぶしていない;iご長うは、口前年月]ふï!);:{rプ!j;-j~/ff.i る可白:'~'It:二じを向けと

いる少 1，'う点では、 ie<:;.了乙誌の J~~;誌と亘なるしもいえるだろ Jハ牒チ;俊夫 四

夜J);Lì){'fl i の開論およ υ叩GR泣什の.r~諭 J 芦部信吉編『品開 討注ぷ訟 (第

谷川(有斐悶・ 198i--::正)3;;，7B-l:U 。これに|対運して、 E相jiミI-i'メ 7与の表

校の11ill判;刊;→おける左前ri効県論 l囚・主) ウョーレ J ・コ トからパ-

'iJーコートへ ~ 1:λ半前菜159さZ号 (200G-f" -~ 2 t，以 l、 毛利透「表現C')

同府 その公!tt十しも乃さ lつい -f」(y;立合官目 ;;U()0年i" S'eckA，V 存
亡irYof S，. P2ul日03仁S.377. 391-393 (1992) 
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政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

以[のよう t 、われわれは、政府子吋誌の枠制4みをJU¥，、ることで、 1"11t三

助成の問題関心を、ぷり)~!モ確に 5互い、出J にi立罰づじるこシができる"

このようにして、 ~':1~(二、衣瑛の七七に関する諸々の判1司法砲を

とlで政府吉市?とし什埋宇用いて、再定位するごとを IJ件としているム

思想の自由市場

経 2に、政府「一日告の理市i土、二れ三での行政↓I'.iぶが果たしてきた、11

当な)は1W~:、批判するF工高J こ〕てFjぷ出 F るだろうへ

それは、表現0)A口にi立する学訟が、常に、 1';名、の官志的な憐能を醤

f点してきた ある"IJ、直系七，'/f説[むな思ξをfよ)'j'j;~てきた こと

また、いわゆる法f芋の叩↑?とは、 人持(たとえば、五込山巳白制約)に加

主要いかかわる fsfr!i:-fe要とする行政治動 (1;-~:t宣 行為形式の即日はJr':関係とあ

る)仁ついずは、そもそも行政ト投開の i;11な判断円余~lt:;.tぷめらわるべきでは

主 U 寸4 ら、とりような千-J附合、す刀4についてd、it! 私J:)~:な実体出ルー /νが行政

ま'.=のぷjiJJを無〈すだけの".休 '1をもって疋められて vミるべき Uff点は引/円

ーとい λもじγごめる元、与、 そうでない法律は表取引L:白川剤耐IjIf.i云にかか

るべ立然?と凶グ)~i)，/{jJoJのμF引のぶう;二、 μ、注を1市;0:にすることが苔えられる」
というJ日売が;歩】ゐ 中;1:)、久 f丁攻活動の訟法トの付帯↑jけ i'.t-tf.の干N-t'(;}) 
多様性、およびブ￡リ力行止):1.1、における υ、位、乃~保町号ついて 神 rï~l、宇午

報>1考 (1')9お年) 烈)日貝J)]ミl'見{

1巴この検問に|月する司王斗おi立、ヤヤ単純化したきら， Iがあるご日志の枚勺iぃiM
する学二止の対山 J止、牧l出 U~.:全を構築する際に、もっつとつの類以(広義の'1l.前

抑制}仁、と、れほどのウユイト 4認めるか( 元町Jか、 元的か)こい"，点i._~ 

ある d そう)，~し、本論冒頭でほ示したような巳権力問か、 .;H色力的かといハ

刀{之、必ずし~):~:~凡でぐっ人さなす上向ではな'，'，

もっとも、段.l'_~の口本における後院に問オる子説(し寸ゆる ;LJt 説ノが、

言ttの守?前規制が、公惟jJ による，;.:"怨宗主 ~C)~-~コ lili">tdl寸、禁 11. 5:記l司しまたはJJJ

来するどか、 ;;'Hi~O)事 l示 ， [f[印\と uーその嗣11支 j が、表J.:L内容の検査をヨ的と

し、まト(土、 J、尻足巾!の'，，;J果をもつかゾうか{禁止処分が荒くても「検問.1 ;--， 
なりうる !::t 、うさ長、長 l を北示していることは、合ごと〆と b、政町~IT言。):ffj弘

司!\と ~tj 有l性があると"、えるかも(~:l l なし 六渋江♂「検問概念のふえ検討 J

見勝利・「ム;田i言昔、 市イ(!!~H封精 T 汁，[，，11志社併1手~())':lJ 険I:t.(有を悶・ 2004年1
170買の表J.Q. 司速して、 1[1村淳 ~!J ':;:>10)白白と半↑，j:;N市:J0)イ7rニ性」シム " 

メト幻0号 : ]リ杭年) 211言以下I

~Lì:.土砂コ:.)，:2 :39)l:3S::J I;C-I 
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このことをよく に、「明白の七山7可j話(f1日11l<1了i日tptιlCf'of 

ickasυ;Hというものがある}

ここで、 目却のEsIl市干名JfJ:とは、苦定的にいえば、「現実の百命令一

場にはi宍刻な弊需が三じ、，1;1:1人;こ対ヲるJ止と訴としての政川規制Ij(j)必EE

りl呈し'1邑えられでも jぺなお、川;ろえによる介へなし、 1，"，e':'1を間

i干することなく、基本却には、 ~__1 市IT'~乍用キ、私的ぁ。いは、不|会主J、0\こ

委ねる思考とさ ~l ている l

または、 思7牲がつ恒三白市続 J 員長、と l土、 し、かな .6 号~}~;iであれ、ぞれがy江

されるを1ずに残しとおくべき〔とする考え方で づ|用号1

裁判IJ!Yrを含む政府の0fJ除夜ド表院が六浬かとうかを長ねること

ニ計四する発怨k定義付けられるハ

を(E，

し刀白し、い「れの定義をよ王r亡寸るにしても、 1141恕;乃汽山市鴻 lに対

する I刻家関守のあるべき主という tlLl，(;，土、まった 1ないといえる

いいかたをかえれば、;--，ill~tt(/)q 111-:])ユ品lに;t;jしと、 JIY訓戸身カ人ノム

を{、JI j加えること

ある。

(addJ を、まったく Fr:P:iiliとしてしなしとしうべきで

二れに関連して、ある記古書(J、 “白 11" の1'~~;f~の ;-:-1核をかたちつくる

lら 1111; l' ~つ千 r-y~アオル x としてのョ忠也の l'，，11了tyt-t;JJ ;'tW:時報74巻1号(:::OU2

年i.1 s頁ふ「の以現ぃ山口いつ了「求道f刀自伝論のメタモ lレフオ ゼ ブメ

)ア')1皇、衆司 ~L:法 条跨止における約lζ法化トその14j主lに即 J 点京k学社会

)';， -'( ~ ìi]f ヲ亡 f~T紀要i37- i:j (28剖年) 23氏以， c また、 ;-'A-l悲;C)芭虫市場 I J)~{史的

考併として、金-)i充生『裁判て;-;-、ームスとブマグマワハズム 仁恕干与のfi:'1 

市場〉論~.~-おける出むの主感 I UWTt十・ 2仇崎イ1' 
万七'-:l':' 点、-~~ .マス・メア q アリ、入r'l(青o4版巴(合斐関・ 2008-¥:'-)は頁の大近し
)うこう苛え力!立、村丈キ71 v えは柄、 :91り午})アメ'i古州事lif時京政ωAbrar日

γJiT，:こおl九、 ]]，川 W~、裁判官が、その反対烹児で、 I }毛土手を決める長良，j)フス

ト!立 ch場の自立争においこ手::Eや勝1:)JNゐJ41到の刀むあるJ と地べたこと仁、

その起況があると 3れる {約百仕 (33) も参 10

UI ，1t品、oO¥:J'238i1382
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自<)仁1由仁悶ヲるかぎ:，、 とLて[立、 らのIゴIIIJ 仁あく

まで執告するピというj-ITI論を抗ノよしといる l

こうした 1--1+1 本からの七七 J 論に、よりねfl~ したよr泌を孫111 すると、

言rjjf~d:"j話の多アd洋経fえのための国家介入子、独 r:'::i規制1]:よる白河投下と

いうJ3与を、情神的日出。コ領J沙:こiPl:iI J しようとするものであるこ許怖さ

れることになるハ

だ際において、この理請は、(日々、i1iJJにJその認めら;eた純l叫をおえ
て規制L'C 1まおうとする誘惑がI[!ぺ「国家からのfiR1 の波念とのあ

いだで、よれ深刻な緊張関係を字仁、こ rを問題化Lているからであるつ三

しかし、繰り弘，;:うに、このよ与な l 同家からの白山 J~白で、表現

の bmに関する、あらゆる同寺J~' 解fk させることは、耳、 j-:T;j'~"Cあるとい

うべきである。，.いうのは、今円においに「ltf早のは111chお」に対す

る出忍介人は、 f~:述:..-- -(いるよ ~ì 二、全くゼ口ではないからであるへ

2l抱1:I:*j~ rゴn人の福組牲と a~í恒tL， (Tt草吉峠・ 1978イ1'-): 2'7J:'-{υ表明。

め泡口湯 J' ~~J、学人惟涼論 外官三]巴 有斐烈ーりU07午 144互の長J，巳

もっとも、 F苅Ii*tl'1も、 l凶号、からのじj，だけをE台っているわげではないー

ームでは、 lわが司:こぶいて l近代"会 ;:-A，l ;c~よりも白百l片:こ J防護 L 'Tき

た :~:i-t十戸の樋 l 院 が、最近になって [Tj京11;以の間高合取 iノトげたl時、企i:;--I

r 対心、それを、これまでの伯11のつ説から、l)単なる泡118 として L か埋~1 しな

か)(，のではなかλ7か f1i点/JJJtt!-~.')_; (-いう分析を提示しておき t:い

取IL~:'_ --~m: )'-，憲宇戒と民主T手元-1 (1本計論告・ 2001イ:e)290只ω去三"，-
なお、京税のIII片山件U)利減むの、 Hl」決定(可→)の時j克IYJ餌 <1の問題

を~::r，J託した詠考こ二につ、県良~ ILI己決定 ζ、 111ぷ法改論議1fjlO

守 (1907-1f-)G3頁1:';，l' 。関連Lて吊1:稀之羽品、性志向の住引i古川論{
'ff';l -----------']'メリカにおける P~給境川向EさをうFがうり----------.1民方法准花的存 5

号(1989干)2sB-nTu 

こうした間開:よ、片111のに設に v う間縄(こ紫がるυ 内111言iI岐にては、ト

ハ ')〆(小!I晃一日か口町 宮古 :~I 日会- (みすず者汚.1971/'1、l ぞノ:j5::げておく

消担桂，U的む向叶紋を f行了，景宇;に一L亡仁、 F メ 1りjカの"i<.J是グの)~自ヨ凶 A諭耐ふi 一ついご R具→イ伴字仏心ι的〈包J に i論合じ

口?/ルン ド 、う ト .:¥' 〆 (げnl山l川|丈1序亨ぶ;訳rτ)rrじri1竹の法 1未ミ回午謀崇幸長J法ク円)ム凶吋宅癒主戸灼いつ，1併1昨干jρ収弘沢¥.l ( けA、

持不村t' 1日~)的守サ古ω当令布'.) 2'f花gチ封{J以1アC つ六た之ゐ---l!ft-ド吉憲~i'μ;Jtr号:j¥;II 有斐閣 20Ul1-宍) l' ft;立、 積
!fi'I:! 11 111と花子古 l内l':111はーが烹可分 c"t)1') 、かっf丹羽fyjJ':111 は積+~μ，，':111を基

~Lì:.土砂コ:.)':2:37) l:3S1 1121 
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そろすゐと、憲t士学:おいて、表現のH臼を含む、

ヰJつには、その日 1[，を行使する号?の土jl坑に配[設Lた、

での i二i 山を、構築宇る弘、-~X に 3白られるだろう=

目白訟を提小する

'f占模 1"むな:U:I~十、

、わう言、卒杭♂提示してし、く、政府言717のもうひとうの伺JF:であるヘ

ここで、すで¥:___1} [ J :;した、 Yu(bfの政府弓3布i:I勾オる、乱立の部分引

午前をすることにする '.51ffjフ)c 

Rmとは、公共政米を;J)(~~遂げる f主力主持つ政府主再定したり、

J ミ工 ケ ンヨ〆・パゴセスを→lliL-C私的な選択をJ広大j る能)J

をもっ政J刊をi'hiiす.6こ三からは、構成されない'"--'

F よく枚百三だコた社会においてほ、コミエムケーンヨン J土、ふたつ

の方向:統治活，.被治者ノから流れている 、うIiFI ? ) 

(言) 小括

n[uコ仇うに Lぺ、木和;土、政府声論に閑ねる、ふれつの間両キ11事詑
Lてきた γ 凶家同 -;r)二関するぷ í4(的なd-、羽象を検討する:;~~(，こは、ふた

つの終誌をヲII礁に活設しんうえで、諸々の|ュ|家介人のあり右を、個別ri，
体的に検討!〆ていく J日要がある:::7

殺とし ι初め亡意Mふをすヰつものと印鮮される J とする c

1忠起の11，11市場」 に対する、 J話否i恒也fγ的ゾ内:jiな士介

勺七ス十惇存σの)i付υ笠i付寸け，斗司すず→る/争HいがあるO これは、端的iいえば、「何気によ

む:，，，1" の問題「ある日 fi_-'fi~~ 乙ム~J.、アメ 7プJの判例訟が、これをiie市民有」
解してし iるlこと}および、その必Eな， ，し烹11大j である 佼述する。にうに、

日hi:":"rin こよ才:.U:'、その王旬1;1え絞る P こが、ひと主 jCji要とあるこ云れる L よ

れ(上、本稿，>おける、最初の三毛訟である S'l!f"Stl'v叩 H日、ir[rin，C'Jl-CrnmC叫

c:，tprdl， 27 1 rCTへL rú 芯 ~6;) !'告(I(-)f)(J (，19K(l，I 

セ MAkKG. Y U.JO上 pγaacctu ¥¥'HEl¥ GO¥瓦iu!uJ::;l¥-l'SPEAKS (198スl

出このような問先引埼に|均濯する、n:iti況だとして、抑 1 :議 つの呂ヨ

引の対抗 ョ 1:[L，と il-J;1'忍与のl'lff.泌J討すJiriJ下近代[J.iEi:;，;:J京の:d:u、，1¥泣
(束三i人半出版ぇ・ 1DfWfi'.) lOl.Rtt :'-， 
P寸抗梢「給刊行政 l表現の月内 政1ft:}コえ yセ ジを手がかい〉しく J 

UI ，1t品、o(1¥:J，23Gi12 ゾコ



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

それでは、これまでの学誌は、 I:J;:家元らのとjjJJと'1叫正iよる自由」

:こ問寸る現-*-をとの ιζ みに促え1 きたのだ7;;'1か あるいは、 1r:t家に

よるG山 を、いかなる ι 、どのように汗何して主たのだろうか。
j:( いでは、本析の問題関心を、より具体的じ提示するために、衆J主の

ないしは、判利反主主σj炉、況を整理ないし ~11{; ~一、おきた u 斗学誌、

問題提起章序

第1節現象

まず、本指の!n経点l土、ブへのとおりである 般的にし hえ!工、憲法学

が、去二見の自由関する議論こ ν て、~米安'介入させないという「国d永

からの山 11 十 !ι相の戸 I1 市 l;~ を念するニに l土、丈一しかに言与をむ

ある。

しか!、 l 同家からの円山 1 .x~---' 1 ;:U想の竹山市Mj:;:(凱:全:するここは、

表現の杓内に百五，-j品、あ同ゆる問題を J祈:えすることを君主ふL長い わL

ろ、今日 におい土、出家による 11ぶ判的円11:1，場 J tこ対する介人l士、

不可lliである 2三

北大it'ア情ヲロ手トン←7ニア リサ J-.ン守 -:J--ì;"'12せ 200~)芹) 4.3民以下では、

干の間短や険 iすしている J より片林約に[ム政府百論というJt1論を itiい亡、人

権を枚託させることを法f下とした補助会の給付に|唱する問題を検討しト そこ
では、 '1::[;をわ伎"]/;，際の 環筏Jを問題対する=-!::を試みだ}

::'2そもそも、裁判J;-~Ií' と v う凶2主将~I誌が、r:事訴訟を鮮次 μ ていること自体が、

司;京(こぶる I司j:; "(あるとう川予わることがある j こid:::---Y"パは、格同1

r ，jヨ l 山主i]jl;)玄(宮;[;十1 ・~997年、 持団':*， i; lF )i;i 全の号、特と主主 i)-~o 有三::間 2u(だ

午，

また、荻判所以外のJ;i;J~i介入につ 1" て [i 、 F 市J立校110)内科にたい「る出適正

の介人"三いう二との景時にワいて、時認したいハ子O-)j井戸の "1司家山内内容

と， ζは、 Ji.iL:H、1-/Ji小付{ワほ刀、に裁判11)ーも考えられる また、 j 正~iiナ，/)系列

の椛防 ζ しπは、 文部告のほかに、 それぞjれ1，0のづつ〕地/ιJ白治体Uの〉右な、古か三斗t一ある敦予育f否妥主

只二
に寓させてよいf ぞうすると、どのような“副家"が同四となるかによ f て、

教育['，存への“司家1グ〉関与が，H_けされる笥瑚や114tTいが、ちが Jてくるよこ

1;，1 ~Lì:.土砂コ:.)':2:35) l:579 



ふ

円町
可 4
仙

このぶうな向通とをした場介、よ :1具体主.Ji検討すべき あるい

は、三宮九百市の間迂対象となるシいλる さま Zまな現象があるとい

λベ主だろ λ ロ

そごで、cr:挙におν、ては、冒頭じ述べたよな、国家介入の 7ンμ パ

レン入な性慌を意談し立がら、「Jii米に上る官出」に潤する、法現象を

し、くつかヲるこ少にしたv¥

すなわち、現代行政1"1ぷにおける 1--.T、せAO)白山市場こ対する1'1京介

入は、元仁多樟多十三ゃあるこ v、える われわれーは、これに悶する」見事!を、

jユトのよう:二十ム々にS:i:J;yえすることがTきるだろ与

(1) 放送の自由

~J 1に、「国米にぷる bmJに関する、古共「つに論争均な王題として、

以送メナ Jγ に)t-~--6、r:家介入の是非ぴ)吋忠(いわゆる、1;73レフ山1:1) 

Fある

二こで、汝J~~の nu とは、 í:'iJ 均!のように、 nti皮メディアに同『る

)J刀、レつのけril宅、一下として、立叫、している いうまでもなく、こうしh

波送の l 円11:J としジ!ものは、円然人の日 I~ I I二Jえば、私人の表剥

ヂ、出家によって規制:子れなしミとする原則 とは、与しあたりは、|メ

別一三れるとろう。そのことから、憲法的託子1，11:じ関する」口市状況は、より

や主主主仁なゐといろ :ii;提があるヘ

たとえば、ある市高め口1立を借りるならば、 メディアに対する規制お

よび規制;;~淀川 j のあの Jうを構75!するためには、マスメデ f アの主主平がそ

もそもベ}スラ>と LCの規制を前提こ Lており、 L、かなる制i院ポゴ克

がま〉る」という議論がd、去に肖む J 内針 j上→ギ1F~;t--~-"の梓H こ ι'111巳 l 有三::間 1994 

午;;二頁の :;/J売。教喝、 h 問 Tる i片j~Eが、伎で古生認宇る E うに、政}守三 J詰に司「

る;:ï_-'t~ 止問題閉じであると守ると、このji旨j出土、ゴトι市;こ不U史的であ /0) -. 

"<>政J{J~ ~j;}υ) g<;kt'主を技小ヲるJL占ノ下 その諸井11，'問問となるが、それについ

ζ!三 次三塁):1)，与の7又題となる -rメ')カにおいて 川伊lト'JIlIHと務部l均円111と

いっ刷、/存示しな泊九、1'IJ;苅ゃうf祈τる技巧〈つ議文ζ し円、:大のようなものが

ある 出l'Stpphμη 口町db"nm."J恥 Jlytha-nd tIlc }{uuify 0/ A1iI(riC(!Jl C叩 strtu

t10山 l瓦んじりわれ仰wiμロ!L1('7 .¥lich. 1. l¥ev. 391 つ(08)

ぶ戸ぷ守H~n: (16) 301円山下コ

1，; 1 ，1t品、o(1¥:J，234i1378 



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

の卜での競争が十1会公ブ、のた!Jl三:ーノ7L文するかといろ続Jから、規制のあ

り方が政恥上の選択の対象となるノし:う誌174か i三!日発する必要がある

(傍 1 ，~~Ji] :)lJfD ，j、1と汗怖さiLることになるロ

このことを踏まえ丈うえで、放ェ'&i二凶1る、 1';不法ind J) :W:~(cf:さを f{lhJう

4るために、 より長体的 7士事例として、 !lJ浅Ji=a(こ対寸る公平hλ引

fa~'-Tl出~ GOC工rief'~)の台，Ì!.tl が日践となった Red Li(]ll ':'Iji長以を花小し

ご五二うハ

j とよわち、 Hc~'十 L[on rJiÆ~'土、:tt(jム向。)ライセンスを、:'ii法ト o):N'f:l1j

としたうえで、 .-;7てのように?九7JミLてし、ることがjJ日される/ごではない、

ろ与。

"~IfJ には、 IJ文送局に士tL 亡、民間j を点寸ニどが認められている n

人民全体[土、ラジオによるb!査な支出治的に閉する;，11伎を有し

てμ て、ランオが、第 11'*;;:の日自むこ:;:J:l!(Jに適合 J てち長官『る集合

的特不lを有するものも、人民全体に基っくものというべきである。

は送事業者ではなく、羽隠芦の権利こそが、 1'~f立にある一 ' ‘第 l

修 1，-(/)弓的:よ、政府にせよ私的1t~.i，A 者にせよ、 H11のじ由市場の主11

1': 奇決:j:!Jすることとはなく、むにろ、 JJlil+' 一三れない、ぅL~かト勺 ;，'':i 手、

、、芥郊恭男 l情布 1[:，とtu克ぴ)I 1 : : : 多デ ν シ?、ル iL とメイ f ア ιl: ~;I- J 

〆、ユリスト108D号¥19~同 (i.) 5:2庄の表0:11 江ク千台rノ;;~，y~ ョテレピの憲法理玲

多メディi'多チ γンオ、jし刊イ℃の方υ、ィH九げよ;C1，t恥的行年J
もコども、放送/弓(こ必「る固有之介人につ川ては、批判的 J土議論があ令れたと

えば、松持/(~~ fll j'~:: 主 UlJ ;Ya~1 山山口()C~ j' llìC) と投J?去の巨出 J r:wJ -ß'l;J:~~di2 

伊藤公 古畑ョ慢凶 ð.;~.先生白?品Z l念 fJt，{~ ~，，:;J *'!)) :t:J r.'t と人校三 (H 伴J.:1L~，L . 1091 

イ1'，)3Sr8J:lト。松井茂同己「伏広にむける公，-と1:7:)去の自民 枝iお去の I，ペ

キl忠則』しり再検副.1 w'ij; J:枯主"'rq J企用長日会雨「yJ、川古報 干ニ111吉治

1[.， -:守;V!~C;合議集 ， (信11;11‘1D97イ1'-)305f[l'Jト「これとは川出的に、 奉

仕する自叫 ，C)概J合をミt~hi ~せた、「イン(1) 1;7: ';ω，白じi を 1~jT~-g- るれりとし u

鈴木h美ョ放送のU111.: (i言rlrE. 2000it三)
R('d Lion DrWdkil:--;; il明 Co"Y. 1i'(;¥:1れrcOlηf:.lιni(;;ilinns仁川れ1川矢沢1ハ11，;)9;) U，S 

:561 (1969) 

:Li:.土砂コ:.)':2:33) l: 77 I;(!I 
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間 "iG

只述が支配するEJ官、のt-'庄市場を維持することである (傍点は引

問者)1:':2，.， 

、ごで、注をする之、要があるのは、 RcrlLion :i:Uú~:(. おし 3ては、「思芯

グ)i'S 11市干名」といへ概:4;，;が、 1でにi許認し丈 「忠f止の日白fi場市J)佳

史的なよと山止とは、まったく正lぇ対の貰l取におい C、;主われ Cいることで

ある。

より具休的にいえ 1主、 RedLlon判決f おいては、「思想、のド1Fidn長J

とい与悦念が、 l息子T;、Jゥては、 1"1主的対iH(Jを11、リイニ4る丈派で)ョいら

れていることを問~~~とすべきである

そうしたことから、ある論者iこよると、 RedLion判決(土、 口Lt抗争

待深のための国米下辺を、け臼規制措置とUミうより自国促乱?斗世と[て

どらえる見地をノおしている::山されるこ kになる)

しかし、政 l支tJに対する多増な出家介人;止、犯のある論者が措摘しt

しhるように、 i}j .. 文):!::，事業者から干れ11¥=公ヲ原則 は、政庁がbi送業界

:1111 えるかずかずの;J?弓:な~;主憲なお節介の骨刀ゃなすものと

E尽きるはすミであり、ある、、(立、 HじdLO:l中ei，えにつし:でも、 l 知る1主干IJの

充足を年す三のに必要な長小|誌の公的却J市lのみが汗与れ三ここを'YJら

かにした !と副'111:i'(，¥るは-1'--"とある η

そろすゐと、 t屯送仁けする '1;:1不仁ぶゐ tilIlJ存検日tーする際仁[土、 'IJ;i
家からの白 1111 の f~"j:8 J ("~ 0)関俳を改Fろで捉えなお守必要:こ近Lつれる tし

2? ld.， "~ .39n. l¥ee. Lion、:"JiJ訂正、 r， ;I!.~ 0i~. cつはけT~tP号 J 論どし亡、 :4このような判何

者づ丹;1/ T川るこ ¥ssociλlcd 11rcs丸、 l';;ilcdSc，;lvs. 3:26 l'.S. 1 (194:)) -Nl'¥¥ 
Yo'''k Tillws Cu. v. Sul;iやけ1，31'0¥;.S. 2r;4， 2i'() -:191;4) : i¥])1μT'IS ¥'. UI'il日ミLau::，
己SOCS. S.li3. 6ヤoU919} 
h 沼口時.'R卜Hをめぐる知的状川 市以学のi引から lンーバjノ、]， 978り

(: D91イ1'.) 15町内実現、

l 具、F-~;J'I)l、，，: ";e<ええの呂とC:を求めて アメ 1j与における権利獲得りや:j(jl;t，~ 

波当;5・1同日午) 279貝円安現い

!f部恒廿 rji，主活苦哨♂)~吊集基準 t77Jおidf!.幻自由 アメ Ij刀における訣

論を素材~て J (チ士総--'l..己編?放 i)~ :~':J 役 その娼状?反撃 J ! 11丹、

放思仕;版協正:ー 107Lil) SCi.r! 0)去は。

UI ，1t品、 óO\ :J '23~;13iCi
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うtきであろう J

次に、敗以売に戸，J:"'C足 5i1，広骨を掲載すること士 Jjとめたこと~ '，，-¥わゆ

み、?クビス権:のf??きやが/ír われた、 ι。l山Jl~)i :l Bγcaclc:lstin去ら's¥.cn

1[1( も Dιmoc;九じ:¥川i()natCon:llIitTp{' 'i-lJ i-t(3を t是ノj、~-Cおこう U

1"1手似たの弓r.~x(，土、 』快k;渋主日の在私、l的的ド作'E'1守を強司詞司し Cいること

??泥足J江去局にヌ苅tするi胤見市制制lリiやラ J い，1桁4 ンスのi問H刊A_足滋具を、 治I修 Hこ問ずる問題

「国家からの口南」の宵恋 守あるとf話jιしていゐごと f\AW(~~~ ¥こ

， 'え:工、注吾、θ)-;iJ断をししいること である l

さて、ここむも絞れ?Kしになるが、この判決に刻しては、ふたつの異

なった献点からの好(lU;/);-':j池である。まず、不刈決に芹jしとは、技J'!i討

のtゴ指示ト尊重するあまじ、究極的;ーし、え;工、リパタリ?ーニズム (け白玉

ト主義ノぴ)立泌を搾I→ 1-， i:'ので;土ないか〆戸ーするづフコ'1:JJしかっ恨本的

な批判がある九

し古川、これに事J:〆てl土、 l 同家からの円山 iのと i点からの応みがあるわ

たとえば、あるRK苦(土、放送局;ニ討Lて、 Aijrtttj主をしないことキ条Jヰ

:こした議WJ金の拠出がi卓7君子 y されれ事例川を引き合いにilしながら、 こ

のよ弓な|主|家介人が、:Fe -t(}む口己7統治ブロゼスにおけ之出:-¥/しん参加

ロ仁o::m:hi，lGn礼くρ九州lD反目、:;[cmJnc. ¥"， rk l!l\lC r~lI. i(' 河 a~_lO ll礼[ CO:l日)】 [~JT ， !+l2 

u.s. ()z; (: S庁~~)
β 政μr-~山のふj 用性を吉~;~一寸るすj話かよ、判例による: I司有てによる自由 J を

Trt-支に危険倒する思想合、リパタリ γ ニスム;つな r，l，}必の哀れとの氾fつに3了配す

る論者がt. 7，--; ()もっとも、このzうな}i\'f.~よ、政迭の'"111を、 v かに;1えるか

レぃ λ~~:~1-に陪わる拾う1 でもある Src :-)ct、.-id;;'ag~-， lld f:'弘 State Ach-，rs as F'iFSt 

'lmcl1dmcnt S戸w恥J'S.1乍コN-w.:";n:. i-. R2V. 1行37.I引ワ I'){ノ地6)

また， lt~~{J l__i-~f可の時;Mif を提ノJ、した、 ぉトifftillもまた、 ijy:;*t;J;こ対して。いか
なる介入もま〕とく ~!1;2 れなし￥としろへ九九とはな" 'と 1 てしミるハ fニとよ;工、 ~;;J

家は 「也、πの自民m場」の多様性を予言:::~~するとめ;、主 M の則 iït;~足 C ，るこ

とができる f し亡し 1ゐ{ したがって、 S~， i什 m は、政府己誌のつ、義を、七全」

は、出足 L ていないリ Jえとい入ことができる。 Sh:~iri且 :，'l'_J;yα ュοl:=: つ!J， aレ 58i

(1980) 

4日 Fedεraムじü!l111:u::ica~ions Cm:raisslo、V.Le三石 1，ぞ ~)f ¥VO;ll，'、 ¥'ufers~)f 仁日 lif仁 v

il:J，ノIiST 丁目 1引け告別)

~Lì:.土砂コ:.)':2:31) l: 日 1;81 
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苔 ;， itlCleっとr.dρJlLp，H'iicipa:l:"， i:l ihρproCtおおとS01 de川 ncrati( ぉεlr

只山 crr~aECC) 1こ対する、ィ、当なf、ノ、と副'11止JLtい主治sらであぶり♂ここ

で、後手干の¥'/めi土、「川ぶからの白JJ，の床医IJに対て、より忠 4丈な u

J唱としミえるだろろ

以上のことを踏まえると、えjJlに刈寸る国家介入は、表現の白山に

問ずる[)iJ胞のq.lでも、も"ともその '1泌1，けが難しいr4]!~.旦と↑占 H け C;

A'LIる二こlーなる J ここに£いて、国家と討会/乃 j[ALI ヤ、公右、;互)j" '~~lì を

r;H是にし亡、 1"I本介人のl山:式性子提ノJ、され亡いるといえる円

それは、ある論昔の表現を↑昔日ると、 I，於J主力自白は国l¥';の矢口る絵本lj

:こ応えるものである」と ν う命段からい沼3なる也、法 iの帰結を寸且くかは、

その-n:'Ht~，、 j士える憲法の究j主的関心、す'.'"1ごある、民主主義社会の准持と形

成の捉え方に上 J て大さく1:て右されるコ己ぴ)丈め、収送(1)志i:J、論(土、Jr~

ポ，の窓法論と似通った柄 111を持リことになる たとえば民主主義を

む院での公的~;ô或に k~定し、合、法の役訟は公的な=同家J と私的な「社

会」のう子詳の維持;めt;'，)と j~→ズ丈場合 l:l立、明会， 1:: f;i'世ずる放送の

仁;11[(-土、表土えの日;:1 般の t，に解消されるべきと考えられるコこれに対

して、}iÇ γì:，義を公共イ与に認せられと認艇としてJ~え三士号台に[よ、

こそ 1U'-Ci~Tj形成こいう l 公共洋」を to:， i. '1i'な uふな;，ぺtbEであり
それド氏1て中表形成への積他的貢献が拐侍されること仁なる"という

ことである

21 文化助成

能 ZI二、~;l:: r育百547i 二凶1 る現象と~-C、よく lJi討される文化財成も「

l~()bcn じ I\J"L ，'J'ubsidiu'cf Stee("h. 1侃 h:ハ】.r.1;;1， 16:2 U996; . !i';:;:六日に討
する介ノ、が iと c_-(、 J卜ぷ C問題となるのは、代送局の1Iß主件が不三~に佼与

されん場行である じかし、 般的にし、コて、被助金による介入はとえば、

持J~)J金の世迄の花ι、補助金の;'11;;:;ul.，)が、去 JI~.(1)福祉いt，tヴく ~J':;利なのか、 Z

れとも、 01:孝之による州f:n'r，ιtなのかの判断l土、弛 、だろうυ間辺して、合員 J・
前閉じ (3(iノ 4:頁jj下

il宍)，市寿 I--t，).送の i:-;-r--， }"す I~立 r;1I 1 短;古車田「出法 (J)争 ;~C 有悲院 2()(沼

洋 12U頁のぷ玩

UI ，1t品、oO¥:J'23(ii13i4
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手ド上る目白J の問題といえるだろう J ここで、文化助成l之、精神的七

11，に関する珂忠の;-f-1ても、非4均ぎに解決凶E全な可思忠といわなければならな

1、-
なぜならば、丈化、7芸術というものが、 岐的なレベルで、政治初党

i!Kかり切り離される べき」と観念できるとしても、「長+i'iこそ、 IlLIM1 

や 1I場に拠る援苅を期ねできず、国家iこよる疑Lカ・助成にむ1〈打せとrるを

千早ないと 1、弓出:fB:がある('つことから、 丈イJ汁Jt!j成で?昼間 (I:kl郁Ii者問、; にlJ

し亡、政治九百な 市川むを宅全 Jこ要求することは、およそ lぇ事J五均

- ;:， ;r ー! 人 7 ムー「 ペ~ " 

ぶ江主ノヒ」 、'0ぷ心/')，レつにめ 0c

いしミカミたをかえれば、経 1 の!主目uが、政治的多数派かL的自由を

認めるものであると fると、丈イ，~助成に|期 fる i町議~-k~i?こそは、これと

は、まコたく litの観念:を提示しているといえるからである U 要するに、

民主的な|司家 1こそ}が、補助金の配うh九'jtをしているこ正が問題Jてな

るかにである U

そう「ると、少なくとも、文ft:EJ，伐の!日jEEを;催決寸る|祭lこもまと、 '1可
本刀、レつのけmJの原則との関係z午、 ↓十校粕oする必長;ニコg~\れるという
べさ lあるいは、正化}り戊 Yいう問題の持味問を べき)とある

j" t1Ujyb~じらイF伏のJ#tt-:_，さにつし、亡は、さしあたりは、ミえのよろな丈献を参照

PUSL，幻it-{'lnolc .-10_ al 1813 

"1 :n;1健治「主化 .';J;支・汗i上;iJ、与教4内総;5 [，20d8年)Gl頁グ〉主主土L

μJl: " :1ij1t7?十【;J:3i61 引の表了;し
;t1~Jj}jfJ~を行う i呈出を、亘安な~~-:-: j~的方 l主主につながる t いう点から交える

ならば、ての境港〕として、社去に貢献しないような芸術:ニ対〕ては、補助ノ〉

をJ散凶ヲベ有という坪解が成 l)l1:てみだ勺ろコ、こに対して、丈イドJJJ)J立をr'Z:f十て
いるへの1併用イ下Jli多可1倒するならば、ご、包i内な介入 (:;1京助成多訪問した hす

るこよ子持:i-);，1-ずこ:.:)が、避けられるといみ上宝削古':&i-)ウつどλ う これに

"いては、 PiL~W ー「学院の宵」μ 〉お学校社の発i;1~ [シ リス h119つり (:)iOl

11 日民 L~ tを:与さ;こしたー

これと:1-1;緑:こして、政教仕掛も1J会均ぷ討議に問する考祭呑要求する問認で

ある J 心と λば、，-;fiz;，ft1):柱子科 ;:I~すること 1，-よって d合 i-t， が;宗教を散m l.、こ

れをことすで企J 政治山な沼Hipら 切排除しようとしている bのと埋解すべさ引

はな~".-， :;，;出"fl)弘、救分自d:;立、たる此沼山民、i同体?こX;:j之氏1台〉宗校の関係を
→彼自ν‘令凹キj(こためるものではないし、その。九うなことは不"J能である とd

~Lì:.土砂コ:.)":2ニ9) l: 73 |こ[， 1



(3) 差別的言論

ふ 士山

間 "iG

第3i二、 l 国家からの日 1，に関する、もっシも市右手80::うつ現代的な

3照信として、え別iY0，ヰ論に対するJ見詰lに関するIgJ開を抗 '1、Lておこっ

、のこと(、ついては、多くのノ行研究デあみが、ややtf*，lItして、差
出 IJ的言論に闘する対主U刈ょを"、すと、およ~~~，大σコtへになるだろう ι

ヲなわち、ひとつの1甲鮮と Lて、 手別的[コ午前の規制iは、 id乏の I平手

なr!:ピ1言一司重の↑而位以{】lケhyof e(~llal :::oneern aEd ~'e"peet) J こ対して、

逃 ~j' 8つであることから、差別的 ~__1 市，ì という名寄なで77fIを現制jすべきとす

る珪鮮があるぺ

ニれ;にこ対して、 もうひとつのI対，)照」汁市~{~ I宍引さ:~I的杓な王理里角解:写1とL

的刈H断手手号号が、 !J7.にぷtl'lj所ごあっても、同省ミ機関ごあることにi君主 fべ主

むある 表lえの是非を国家が判てすることの危険性やわれわれは歴史の

中 e t1~{}.. :いうほどれf験 Lてき介はずむあるハま?、 1'1家を子'Ij定者，1_:1-， i:' 

ときには、格)]+1]、ii者;こiJへの三五日子注意的になりがちである点はづ|

にl立める J、之主ごはな 1、と

家と干 l 会の関係J止、それぞれ r 川会の七、税わ多様な討会的条件などにも;Jt:;-l~2-

れるものであり、産け、はその中で【l卦家から"、救れ }J向におけ之) -;.七円側昨

を，-'、的に+Ji/干してい{)に過さない とし ιう拍孤がある)林郁JII政教分排即日

Cつ椅がてJ~日1，(:::_7;編 前掲a リ同 1~?1 ~-の表現
'1司家による自由Jに均するAiJ;'，的なフー?と 1亡、差別此77JKに阪ヲる
議論がある 内野:半『ノ22.¥)1]:':0円高令 (有玄関・ uJ90年 Rιにおしドこは、 へ

権時点法案に関するふ論i'J これに該当 jるとしてる と 2 え:"1'、 L十六干珪~}ほ

か「人弘は~f{の fF.ìtt 啓発に叶けて j ユコリス 1，!!ii7り¥:19!J9:fE) 6 ~以お

f7111 ム郊ほか「人権放i斉制定のありノらをめぐコグ J ジュリスト~196号(初日1午)

三員以τ乙
.l;'こ『ワ出う了i土、 日hi ffri 刊のノ土川 (1(; 百雨量 Jこ，~;j'-~ る況指Jι清志寸る議論争念ぽに

1 ごν、るおTEYE，H， SlllF~R; "I， D'SバEKT，JKJl"STlCE， ，¥KD TllE 

Mト主NI¥CS0ドム¥1日k]CA18 7日U99:J) ただし、 寺LしI尊己と3己評1.1 い

う概念によ勺 k、差別的行自主の規制4を平t&"g'::-きるかにつ:.，'¥ -c ~j. 、強い異論元 iあ

るだろうこ V干ノ寸ーキン 許認汁 (2:-:;;2/8百円下 J

1" 楠田111-' 人稀~別役i廷条約と行本|自主主法 表現持i".il;Uについマ 」樋

口雨 . f引だ招之嗣 lJia部fl;与:，t/:-{_7r川希祝賀 ff，f代、7志ダ正の反日司 1サ3

2よ:g.;. 199:Yf) T:l~頁の Z乙う宣 伝送 r，国;j((よる 1'1r11，グ)，.f干ru:問題点 J J17法

1211 ，it品、o(1¥:J，228i1372 
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い今週併がある J

以上のことから、差別的言論;こ鳴する去見詰lもまた、 l LL惣c)~:II-r!iH)j

に対する 1，1京介入のあ hように関するひこつの謀議である。

(4i 小括

以上のことからち;安心)ょっなことを きるハ寸なわち、表)c!:.c)fコ
出;土問 t之)、現実mlIEfムの臼白河j希I.i、(1'，1ぶが全く子、人ないと

いうき味での同然」な，':)請では必lでなく、む lろ、人 1的なd;rM

とい与ことが明らカ，，("めろ与「

Lf二カミコて、 リいては、出家による 1'-"立金，，0)巨由市場 J にlJ

する ci~-々の介入の:.;-1から、適切な伺家介入とも不適切な同家介入とを区

別ずること その指針守lWL求めること が求められている川 j

でして、本市が提，ミL上う〆す品、 Jxl{f口論グ〉才望論;土、でう L人材忠

をとする際に、 すべての制組を解決する班請とまではいえないが

~l 用な瑚誌と ν 占うべきである

第2節学説

これまでれ示 l〆ど主た c，司祭;よる R::I~ じ~する弱々の現象;対 1 ，

，)"~論 1;)1 究公縞 1'>>< r5~絞りドー代! と者法占(守!()、:r':，ヲ005午)65R以;に

S'('(' Sl"vcn H. S上 iJJr~ l1， I;ινik ]?(ciclI': GOi付ii1i!f-'lIfS'ji!;('d! !ι針I!li!l; F!lli:Uu山川1n{ 

Cons川 ri.¥¥-h('1I (;Ol'ermncutご;Naks:f!o!iUcs， jムJα1~品ιG引?凡nl ι口:O L' C円n打H削)t;;η t F.tρ灼?町esδ幻1ο似1η"川?η ι 

4ぺhη3川山 E民1九泊品3叶bじ TγF机

ヌ乱J イ本λ科料tが=弐tみるこ ν:は土、「思想の戸内 [j':渇」:対宇ふ、あら l争る六入をJS:;T，!と
する」とで!+なし」あるし、{土、 F)Lι11HC)口庁1TtrJgiJに五 tる、あらゆる六へを
けさとし、認めるよとでもない」ぞうではおご .-c 、政府 l 論を用いて、 ~&fn (j)

: '1 : : r ~二閉する亨例歩、より ータ }γ; →子ノ~7.. ることによッて、 :'J 芳三介入ふめぐる

( .，2.のf十誌における)ベースラインT顕t化させるこどにある
μ とえば、アメ':カ-c'!J.，、公人に対 t"，名誉吏j員約衣況が、j(J克〆 Lての保
去をむ;く j完けると ν、う〆ミ スヲイニがIt疋されて、、るう¥これもまた、白羽な

ベースブノシではな ν 、こと今言2，~~t寸ることが乏要 C(わる[，'れ?可1 じ日吋d小j ，秒 d， Sc山h恥hnη川，λ川l代山山u肌1(仁"

2引jμt;;バJ::X('f'/Jt附 MωlF川 1，，1い111仰4卯mサ引w川?官叫d何1付F幻山IW!ω山Uω山よμ叫!l，J山【tl

"将L¥l¥m江f;刀11γTS:2自主j(¥-1口I仁11へELTGt¥" ，¥ TIEf'T' :-.d 2U05; 

~Lì:.土砂コ:.)':2ニ l: 71 |こ21
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ナ、学iLがどのようト児、答をしてきたかを、 T.i長近の学訟をJUl， 、るこ

とで、説明したし九よれH14;iT;にu￥えl工、先が、 l国家にる円1111

を、より 役的Lベルにおし、て、いかにi，'(j1'i.LI jて主たか、あるいは、 1--1+1

家による肉FI1J に閃Lて、どのよな類型を提示
1 て主たかが亘要ゃあ

ζ， " 
このこ少を踏まえたうえでち，，;;.:稿は、後述するように、政府百首ìm~

コ告を多義的に国内まし、 r-，'ltt，1討の白:lFn場 Jに主 ι諸々の形態によ 4介

入を再検討していく そう Lfこ際には、伝統的な第 1修正のJA.mi:である、

いl否、性悪説的ふiLl考 ぷによる日自 を危険抗するjι対 を、

個別的場百において、とのように払ょえるかが、ひとつの市一主主な課題とな

((1 表現の自由論

まず、わが凶におい1 、 思想rnId臼市場j によJする証平合、人の)J;b;

を、王山か「コ指し示L!二球論があるハ

それしよると、 思湿の内内r+-J'場の山」礼寸 .'Lr;.司撃するために

介人ーチるのはやむを1~ぬと Lで、村?主l 土、子.':，f，，!，自 JなJ長{午のイ?をされないイ[手

でそれをどう認めていくかを王里論として追求しなければならなしミ ~I と

し、 その士では、思想の向1:II:jJ坊に対する 定のi王家の詞1去のための

介入は訟めながらも、ぞれをかなり限 rししていく日べきであると Lて

いる

以 のよろな理論は、 'I~I Æ'に￡る自由 j の昔義ないしii.G{ 7;~ /士Fえ

ようと宇る、非常l 興;*t;~'、い垣市lゃあるこ主 fWli-g'- ることができる

しかし、いうまでもな〈、こうした議論は、総ョ布的なも (j):"すぎ 3いι

つまり、 ;J¥発向、のJiEi哉としては妥当であるが、 I忠れの白山 IJ場 Jに対

する、駐日l呉H~ [ÌS な主岳山における介人を快討するこ二が、何よリ霊安で

1 市 111:一人 l 守季憲法シ〆ポシウムのまとめ J 憲法問販l.3 .þ~ (2002千ド G7R

のさミ土L

" T1TJII . I;'J母注目1)67との表現 これ均迎して、了古川 Ir人最近の『

主(l)Jt; ;:f-~Ii JJ 論-;-;+-をめぐって」政治科学乃さ 1 り(l~刈l lE) 三百以下し d:-JI~ 

L :支f.e.のじけ1の注[唱」 (1本，，'u，命社‘つ以)3年

1231 ，1t品、oO¥:J'22Gi13i0
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あるというべきであろう c

(2) 国家の役割論ι

市川、公長選宍I~拾のお:苫や受けつつ、国家の役討論といっ演出か

ら、 |川半による自由」を祭型化 L た理論治、あるヘ 1") ミ~~ffiìlエ、 '1'_1訴に

よる白山 に関する、:3<'-)の実_~-!~~J. をま宇 IJ 、 L ているハ

経 I 書記~~. ~土、;ト↓訴からの当jJ I にf.; )iCiしといゐ考えによる白山 j

とされゐハ同JITI散に J たぷ去;立、第 l類型;止、国宝コニヌリ!〆亡、衣反行為

を「禁止 しとよいように、安求 jるi也件のft)在(刀法干'Jを合んじいるとさ

オる。

そのため:こ、 l 同家がそう Lた禁:1へJ 強制，を行った切J合には、少なく

ともfむの同等に実効的士気護手段が利用可能でない限り、そう Lた禁11

や強引の合:主主を争い、 jizi汗を求める地iすが弟、口、トf¥'附されなければな

ムなし，1町、そのための〔王として、裁判所によるノ 凶試による H白 j

とiす日引けられてvるp

ニのことが小して v、る上ろに、第[軒当1の介入;土、意伝的にいスば、

M̂('，:持e;b:....いものンはいλ ないシいうこンになるコな--1-1-"ならば、白)11濯

を実現するとめの長っ、mirQ:の同志介人:よ、、 p然i二認められ三ヒ府与れ三

る刀、らであるの

それでは、:t~ 2類型は、とうであろろかd すなわち、寄与 2~説室~¥土、立、

人に上る侵了ヰから国家が^f?~~生する， Iii家しこ ι二る PII，シ51しる IHJJ'P可、

〈国家のれ害児市に問すζ 議論 l之、いうま F もなく、人也~~t-f けゲはなく 革t

ィ台。ありょうをtt~[f' にヘれる必叫がある J 新ィ合燃構内向日については、たとえ

ば、仏藤三おうほか '111家の役割と崎{fi偽造立1'1ジ工リスト11お予言 '_998什J

8fミ以下J

l 長待部55jJ :白去の埋七.!:~ <耳11Jl た予 11 1;1 坂;_~ .200G{!'-) 128只0;去Jji なお、

初日;ム長谷市恭男「副主に主ゐ白山Jジ 'Jス"Jつ44号(;_;(}(J:)年)ぉ頁}ま

た、日けと秀樹投授は、政府 I，j命的検jJに際して、 1凶ヨミじよる巨白1 とい入攻

h ，t:1是ノ]ミ!〆ている c Ü~件秀樹 rrC:1ム L有安悶・ 200'{年ノ ::t:;8J，;:['':::会:n:~，è奮すうミ

キじ， L:1↑1と袷ん;r:ほか編 a前J，gι主¥4'!出口もまた、， 1'111)こ給付の相刈ザI'J

を_"::j.e'-q-ゐ際(二、「同五によふ再点ー γ しう)9円号、r-cて、議誌を Lごいど》乙
三ミz}--;'';I: 前掲t主~;，/1) 129頁のf;JA.ρ

~Lì:.土砂コ:.)':2二日 l: 69 |こ， 1



は、手てのよう t説明Lナいるじ

ふ

円町
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仙

すなわち、百家が国民「私人J の立 ~Iì を喪主するお務を負うことには、

異論がないといえるつむ J ろ、!日l~-~:i止、 に庁与の条件のトで、阿保とな

み利益の重要了十と保設の必要性(，，-1;"、じ、日占白Eな取 1)'士二効刊号に当該利益を

保ユをする{I品lみを提供すべき義務 つ仁 川氷の積在iU'jftお義務につい

て 般的;こいえる 4うに、，IJj{則少し Cf古l々 の国家際問の行動を 義:j'0(こ

i.i 指定しない(j士 I~は i)1.: iJ者)Jお二とであるロ

二二では、向jÆ~tu治に手、の J うに数料しているここ t'J 守主 I1 される 子

公わち、 CI"I当〈に安請されるのは、ドドられた合「ィ高0)中ご、そのみらのー

っそ巡択し、実行するこ τであ J万一。、 国司ての義務に1';1，ト、して、

喜子去の議行を要 'K" る FL~iJが個々の同 t(に認められるここも多くはな

し、J討υ

n トのこ k から、ニょにた/1-( されている第~; l~ ;iW:土、第 l fQ芳 ~I:こ較べ

ると、非4日;こ広い裁足の余地があるといえる このことから、 23乙

l土、第 1 手;~pr! のようなお1~.!~J予三 '1 と l 土、 c:' : 'あと i):'土、区別されることに

なる。まれ、 ↓十校 1i'fF t2すれば、~~~ 2主主型は、先行学説か提'1、してきた

私人向効jJc~ いう問題剣山に二五なるとし:うべきである、ヘ

山長~S: 百} 前抑ιr:i)4) 132員じ〉点;lJ~0 関連し k 、長谷 ~lí奈川 n.七収ぺ、能な愉

tとの迷路東京んと:手山市~1~':: ' 19叫It:) : !~J).、ト

7長?宇部 口，Jj司l-+:(:)'J) 132}，:{ C)支J:l!。長待部教授は巳アメ 'J力主J:G法出裁の

IlεS~， a~e\ て 1九九 ne~úHC<J CU lJ n~y ])eDart:n守口tof' Socia: Ser¥'ice芯 489L .S. 18:) 

(198引を挙げてし i る D，Shιm町内 i:t~;，三、児主向Æ~IT'(!)弔問での上司家の介人手::f~t

が阿黙と~; J_) たア'I--f刊 l ある J 述判J故 I~-':j裁は、このような義務や詩る P とに山部

灼ごあった この tlJiナç('-~ ついては、強 1 :範雄 1己主~E;í、!と合取民最高五託 子

ω もへのう占的保護ムー打力 }i，八 長訴訟」樋ヨほか柄・前抱{下 ;，4Kj2，j9頁ぷ「。

ニ打開~陀心と去1売の 1:1 ，と ιつ関係につき、中林L先生， rr-1三点の l'111，論乃Iリー
tE性(j i J 法lf:Cì 7を 2 号 ~003/t) 90 ~-tl-I' '0 

ポ長谷市前5自己目4)132長のI是正L

その!~+ ("~おい\::-(土、 l ここ-:'~.う cJ不の義務う室、いわゆる=基卒年 1 ~fi;誕義務

\__6うえる f のは万もあるかもし札なしhI:だし、 í)i\.~ft ゴヤヘJ能京、 役U'Jな行

三方の山市学IJ、2皆本懐としてf刃主主さJcていどとの前祝に」ムったと〕ても、こ」で

判票てとなリご， ，るのは、そ 7した%本暗が、 1"1家による段宍からね誇寸る刊主主

12.; 1 ，it品、OO¥:J' 224; 13(.::<3 



政l付(7)i=守清介入排司!「ゐ"

ニオ11.'-，.;すLて、 t:':S3朝、主主l土、公共討を1"1ヨとが提ij'すゐJ詰台の |吋号、t

よる:与1:1 と3れる |日i}Jf[市立しこιζ;lL(.X、第3j現主的 l 国家に土る白1111

i士、次のJろにdl町1される=すな，っち、 日，uTi動か8UJにれわれるヤ

院が録保されるごこで、多可、な十台幸長が不J:会l豊かに行主波ると、それは

何が引会全体uとつひむれ'資する透切手政策決定であるかを容議し、

決定する民主的μ支出、尚在の維持;こも役立つーへ?のために行オフ才しる l出

家による白出 j が、主ち 1 二される。

この J うな JITI~ヰヰ前;'}~\こして、以のような符i投トヲな設計，ìが、唱さ出さ

れる -j 公わち、 Fγスメディアにほ干'JT体性古認められるのは、マス

メプイ γσ〕言tz Jj;~.J)白臼がもたりす社会絞め利泌を実J):すべく、個々の

マスメディ?にqらの表現のn山を守ろうとする i分な利得がrなめられ
るfかんであるυ

そし亡、 こうし汗}~~-iftによれば、 腎カかAご多 Kエノシ引1情育甘樗Rがj行jき波JるS'/主iJ巳!三三間

を劫抜J

tほ迫1叩制H対jなど、 σスメディアの衣子治舌動に志Jtるt追加jを正当化干ることもあ

ぷ)J(;~ とされる。ここでは、 i五ドヨ(j'J規制キ 11 勺化すゐ害、与が等カ a礼てい

ることが、面安である

なお、この枠組みを!11'， λ ることで、 133 術文化的 1)1~ 悦 fじも、ヵかるじ

11:と情械学問の包括的な構想の巾で坪簿一三 i ì オL~J}..f_ i)ゐ」51とする見解

在、第三訂による侵害か勾侭棄すべ主1'1家(1)読物むあ、ぞれ之官民不村保護

義務」と私、すると、ても、そこでは栴当の有岡在日告法が，I-!-J;'，ムれていることにな

ω そ二では、 -~不注 1 肉体「はなく、 l 玄不協 が岡本か九保設r-./¥き千IJ益j

l某イJ霊法話}が匝をえによっ亡保護されると~-cいる ゆえに、ノド論と健一♂し
たように、守j2矧斤(土、私人間効)Jc前に明確に院わずいるい長谷?自5・的弱 T

(泊、) 1:-!-2);:えを参:!(1，し

ヱう千剖~ . tì;l~~戸 (5，1) 136史的表Jji，

日l三百部日;r掲示日4) 137Jiiの ):1<Jfc.

ò~ ~i.令部前?ι二 (54) 1明只の表現っ

(j; 長J宇都。拍伺n: 89J'tlJ卜(/)、，主部恒存投干をの人権州 1)'{法制J.D? ~;lì

を子掛かりとして は、従中ジ〉寸Bìおとい主、部救校ιワ議論'~.'対 1 1:. てL る

P 駒村i主i主iι 'r同R宅家之尉 1成tκZ と J文:t1化じ~J 小 附 @泊京守寸ニエヱ工乙ニニL片編 l「論拘

τ古t 引X川)に可年 17η2頁のJ去、ニ現克

~Lì:.土砂コ:.)':2ニ3) l: 67 |こ"1



ふ 士山

間 "iG

があるが、この理論が、「ヒj jJな枯 W""f~jrJ)包括 ~'Jt，t構想とは別仁、五:R.

C民の芸術活動の円1:1のための公jl，:'4':世1の刀、官が;主家に!:.0)担j支義務付

けられるかは 義的に図符でえることではない f傍点はiJ1 ) IJ者);Ciと日

悩しているごこが、(主化DjJJjえの ζ非を検討する同;には)注Uさ内ふ

:31 アメリカ製表現の自由論

経 3に、本稿。)b}r究対象でもある、アメリカ灯火~~.O)E山をゴミオオ(こし

て、 国家からの九mJこ 国家によるnmJの刻むし2zl式を、引絞に淀
小している理誌がある切この理誌のおtii士、アメリカ表現0)A口論を

よりトータルな-m..9，かム、持寄:t=;~ているニとであると
ま F、J、王見のP山論を論じるにあたっては、'}、三見の丸山を「同誌:か

らのけ臼l としてのみ前)，λするか、それとも「図説にぷ;ゐbmJないし

はそ才L以刊，)ものにして協成するのか rうか、 k いろ次 ILJ目的丘 ~;Ij tJ) 

悦点が幸夫であるとされる。

次に、 lそもそも町家の役割のはが|可也となるへ τ同家か「コのnLJ.，と
しての表現の行計にえ寸して 1"1ヨミl上る円同」としての表現(i')H悶、あ

るいはふれをも越えて l礼会格的なるもの」としての表fJiの日;:1を、:-l，1

民主せるのかとうか、と l う問訟が設'~_l: ::れる戸と ~~1:ÎÎ している c

そのうえと、 C九"な分が害じている予とが、三主要とある A すなわ

九、アメ J;ヵ去現の目白訟の特質は、た、:えl工、五日:J古J芦議、ポル人

政治資金規制むとに見られる工ろに、，古家からのPIII，に出にIJiT;に匡

4えする態佼であり、:1→i寺てによる d出Jに隠する議誌は、恨めて例外的

なかたちc行われごきたことであみ、とうf析しているム
以戸。〉主うにして、 1'.1ぷかんのヨdJJ に闘する文化的・仕立史配制察

を踏まえた l~.~示、こそは、本主高 Lこ)ぅ((土、非市に興札7ミ深いものである n

代駒十; 可ijj1);下((-;，+'! i 72頁の会]孔

60 E，i i I i::_-J::; ["支Jeのμ巾・市場 司が 表現の心力と匝糸の役判をめぐ

る段 i~ ，-0)ぷtむかf-)--J大須賀対編牡会1"宗の憲法メ庄内 (散文差別 199~)ιj

::;'(fミHT.，

訂版Ii . :1ij1t7注【(6) 27__8--2S~Ohそ}ìl

f山阪口問刊誌注¥f)6，!:22頁(T!衣況

1271 ，1t品、 óO\ :J '22~;13C:Ci



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

なぜならば、木柏;土、後注するよう仁、「恩惣のtゴ司庁場グ〉院通関心、と、

if:il. H 三百誌の J'~可、の問題関 'L、との関係を論じることカ r がJ ごあるからごあ

こうした考察においとは、第 1"';'で，îiW~，~ずるように、 l 戸、到の己i 山

Jt，文o言論とがいかなみ関係lあみかが問題となるこし¥-;べ
るO

マム l 

111易J iii:ifこ、

きである

(4) 国家による自由論

第 4(，二、アメリカの去児の内 FÞW(~ や内 'Lぺした、 IJTI家による PmJ 
につt'ての理誌があるう{一1-'10:主自は、「iJ却の目白市r!};7ごげではなく、

清史的な市場を均貯に入れて、より続短|勺に'll'i耳互による恒三白 lの

を~4Z尚"〆てし h る。それは、およそも次のような間念に茶つUていると u

える勺

ーなわち、市 l;~. -.c }ていうものは、:たして山然なものずはなく、政治的・

人て内な長物であるというべき℃あるへそうすると、立の観念

:こ茶てj'vミて、町家介入の是非を1支出干ることは、古川であるわある論者

の百三定歩tI¥.i)向丘、「現状l土法制度の監物で、人ム)t'-;"C政治6りなものに

i止ならな ~"./1 {.されてし守るぺ

は

む

このことを断まえて、 l:tiJf:1よ、 1:'義やすt主主と lぺう旦滋;こ反する場今に

d;J品書再設計するド、要があるとじたうえと、表現の戸 111の ~W;:えを合

あらゆる '1"I'jミ;一上品け自」の訂以前惹;菜、な v、し:土、 "8m市場

t社会主義J'、のあり方を後三すしてし守るぺ

しかし、こうした|斗家の役押ずに関する積:fmCJなな下型論(土、 7 メリアJ

'j'， 仁川 R.Sl-¥-STS10:. PREE f"L¥RKET ，¥¥-D SOCT:¥L JlJSTICS (1997)や

む SCrJCa也、 S~llls:ein ， j，jr!mi!r's 1♂卯cy，01 C，)lllrr.. L. Rev. RT:l U9R7) 

1 'þ:;:~"矢面1 1""を法(j')}iri)立fι静設 :民向ドゥオ」キン法洋品1山 '-J車託人戦:r:;~， e を

とがかりこして l六完)Jふ家学会雑誌120ち7. 8 りは00'; 年、 :~:'.l片の

表~nL

1 邦訳 2 し亡、キャス R 手ンスティ~有松 ~tt ・紙谷稚了 仰j草花た訳)1白

「可 T7J:t，，~と紅会止義』ぱ"λ 止 η(川つ平ノ，'"これに院止して、森脇ま，-~}~ ~言論，tí拐

の J巳由;ζb制約 に三Iい、一一一斗問 R.Sunslcinの はLた'1''il:t". 1 11ぷを
手がかりとして 匹見ノ:i:t、学 ~)lを 5 り(少心年)ι í' ft .L'!，7 ， )'.:j:，本以は， .::.:.，~ 岨

fノーんと誌両手k 単行、史からの制点」アメ J刀法 :lD9門 1123白以|…

:Li:.土砂コ:.)':2ニ1)l:j('円 |こ81
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円町
可 4
仙

学ドおし過ごは、きわめて例外的なものとされていることが主要である。

ある南署によれiJ、l統〉斉的日 11はおろか去現のe;111についてま-e 出

家主らの白山、を可b-i考えによるじ山l として読み宵ぞろとする例外:1甘

なJITI前こ許{品九わごいみ。

以トの 4 う i二、この盟誌は、精神的百日~':~ t~J ~t る I+oj(性悪説的な lよ、与

を、正而からm手~~ Lているシいうと¥づいii;こ興味深v、ものあ h、国家

の積取((;な役割を日告とる際に(土、弘主日できないものごあるといえる c

:51 小括

以上のよ弓に Lて、今円。)行政国家における出家介人の多禄性をt!i)jミ

してきた九われわれはもこうした現象の:_;-1から、道切な同家介入ともそ

うではない図説介入とそ区別する立、突があるだろう ここで、これまで

の議FifBc)討[1'，をi浩正式する正、手くのようになる丈九う

まず、 困家lご4るId自 を、よハ具体的に{責討する|緊には、関連す

るJ!手論(ととえは、 l 内まによる竹山 lの摂取や、町三ミの役割論j を、

7;;必嬰があるナごろう，

絞1; 中'11ち;>1;(22; :2也ロク)表Jj，l，

I [吋家による1l1:寸 j の問題には、 1思想の11111市l品J ニ対する汁人の河主主だ

けではなく、 t !I 刊主的な '1吋まに主ゐ白 ~t; (止とえば、私人IIlJ'-j:公宇tゴィサ

í~) 介入/ もある。のらい続不「るよろに、右、人売の芥日IJを百子n'1't-L伺主主主務が

存在する古、という同 ~JH~ ，~，J して、りベ ]lLス戸、とリパタリ Y←ズム Tl士、呉なコ

た回答をま7小するだろう乙この間開l土、 りペラ，)ズ1-，0)デ Jν 〆ノマ lともい
わヌ Jる つま IJ、'1'，11 0コ柏崎や拡むょっとする"ベラ')ズムが、素人人や

γ1宛人とする差則禁11法この胡係では、、ド等のための;守J:i(f人イH占也叫に認め
よっ弁ずることカ，'.-;- レ二 fとさRし{)u _.:1， ND[，:EW lくりPPF\[;\}に AてTlDl引~[n

~Vl 1.0L'i'I'I()N l-えれ c'¥NDSOCI1'¥L EQL.i¥LlTY 216 (¥996) 

可保lこしに、泊 2章で徒小寸る rribcも、主主別次 lLil、の阿殺を 1:1ベソ 3ノ
スムのパラピソクスーと 11ヂんでいゐ私的1)1 討、が好まにくない人千j非I;~~1〆て、

示日;":l.，、ど， '人と事Jlf、ずるというこど!1、 λ，!~かに、フライノ、 γー σ) iJ:Lty~ な J

itéf1ii こ〉って，F-'t~なものであゐ f いうわしかし、それを忍め ω こトは、場合;こ

4つては、 1目人が計公的.nlif的な1:t::2tr羊;10に置かれたままにすることを意味
すふとはし;ぇ、中間 btl1-~ t?)，~存戎 tl を ff' Lれるアゴ'!) \'~"':、中間ナi千nノイの仏坊を~1%

壊することは、何人と刻家のあいとの殺街1;1を吸法L、#if主シ)リスクを高める

1291 ，1t品、OO¥:J' 22(1; 13(.::4 



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

よ:1具体っく:;i，'-(土、 IJ，I'正予」入;、は、総々レ J、ノレがあると ρ うべきである υ

すでにみ丈ように、は内的な円11縫を侵了号するような国家介人「箔 -lJと

と、私人間紛争に士ぐするトi本介入 f第 2

なった許制lカて三わる

こでは、:~法的に異

さムには、やベJ議論を先取りするかたちでしミえ:工、(治 L辛で触れるJ

政rtfo苛';U)第 人当℃品る、 Yudo.cが指摘するぷつに、出家介入のレ

ベルを白→設 Tι 必授があるだろうたとえば、 寸D:1'i'Jなレベルでいえ

ば、地ブ)1交年?による介入は、辺邦政舟にJる介入よりも、そのfr入のリ

スクが、少会いと ~-:-'Ilfd る Lことも FI 自ìt:: '-C ある〈 とよぺj芝生らば、地点政府ト

わし、て l土、治者とヨドザ、者のあいだの À.J-;~-が、より明確に斗 lこ見えるよう

に行われるからである

あるいは、裁判:iF(，_よる国道之介入は、(、生対決f寸の介入よりも) ')ス

ケがノじない Jて 1年 rlfj~-~--6こ正が11;能 Lあるさも Lれないハそれは、いうま

でもなし裁判所において;土、{政:内的な)多数派による専制のつスク

というものが、 J;";;:~~ 'v --， i'Jミらであるごしか仁、決llJ所もまと、 lさとでな出]

察者~(; [九日tGester:ob肘 rvド、)Jペコ、"中裁主 (arhitr;l+D[おんではな¥、

"*主j]'-立の一機関てある あるいは、 I出家による己1I11の体士見詰で

ものである e/¥liliE'¥ICE 11 c'J<lDE，人¥fERl仁¥?¥"CONSTIT1:了]()古 ¥LLλ11持

lS 4れ則芯(107S) このことに触れるものと 7 亡、ポ;判H:J2I私的1Iけいこよ

る差]]1;とおF十の自治 神)，ザ沈it']<30-~ 3 号 (2000 千~;.) ti3S日

R:1:主に、平べコ丈派小異な 'cが、定、人間幼力に閑 tる議論を参日召しとい口 私

は弘行、憲氏の人核論で最もH:目される論点的 〆土、 rr'liJ奈かムの ò C:J"，と~--~

家;よるロf↓1 とν寸、人憶の類型)こよる|ズiJJがあるす支叶対イヒしたごと、ワ

まり1'1 111培('-~おいても 1~;'己の主比三三ぴ)r~ 平;J l ，~_っして;ニ l到の f~~;:主義務を一疋持I支μ ，'.1

めなければなりなv、状況になっ丈こ 1:1.-考え その占ffS=rを色々 な機会に指杭

しぐさましと !~7l'L、ムぴ)司illを考える場合でも、防御権と J て引人権論を

陣、目 Jな基本におかな~、と e 人指にノトさな戸家持j)O)介入を犯く ;~，~tしが

ノ\主くなるのじはないか、 r:l~:(/) t防護主主持の汗うつらのた体や児休〆]に問う姿
~i} '2:'欠Lγご[よならないのではなし，"h'と与えてきまし λ」よある 71古町三円 人

住~rr !;コ.if.を|戸|拒-:j-(ー」公~)~，研究~~)号(的7午)1:)頁

~ M2fk G， YUcl Cl~， lri川 ιじ1'cmmcl;ts.))んaT:Towardμ Thωη， ot白山nnncntLX 

f刷出iol'!rl!Ul !l，!' Firs! Aり附!dmnr!.~J~; 、C:¥_ ~. [~れ 8133. S古13-8'70Cl9i"9) 
i-r; id.， at凶行Q

:Li:.土砂コ:.)，:219)l: 63 13C.1 



ある ことかh、憲伝的な制約:服すると
も_C'C寸h フ
三、的?;)

ふ

円町
可 4
仙

t:uのJろにして、政府戸論(!)i-I-i]版を +ß~G-，J ずる :b;j台に:土、 I

の戸cI1J をベ}人こ Lつつ、い誌にして「国家による肉 mJ

~-) 

デ 1、、

くかと u込う子較で検討していく必安がある

そして、「国家;こ 4 る Ri斗 l が認めら才しる士号而主~ z~!.!や、そのたのの主

体的な:旨引を、 r!4'，l{して1、く記、52がある c ztするに、政，I{;干の権力行使の
ありょうを 判例法や学説、告は-，キストやそのiT後にある思想E主主

l思しつつ 慎重に検おしていく必要がある〈

第3節諜題

ニれまで示してき?ように、本f:%(.土、 EZJ付口論のj作所主ヨrri--j ~;る」こにで、
規制jヒ給付をめぐる凶手人ないし出忍関守のFfj辿をトータノレに枚討し

てい3たいp

上り具体的にt'えば、政府百品!の珪論守、多義的に玉虫呼ずることで、

出家間Ejの共私的なありょっに闘する開廷を、ょ:')マクロな視点から、

制Z3オることにしといc

ここで、本稿のf:}B宜関心;土、泣くのような」日11;刀、らJt- たものこいうこ

とがで主ゐι*Ew:.'おいては、そのことを提小するため(、;攻府育論グ〉
m可、に関する先行研究と、十J買の関係を小 υ ておきたい

まず、心行研究lおい"C~土、政府言市"の坦に肉「る 現象であふ言

論助成のみが手話Jされてきた傾r'jがあるよう:ご忠われるι そし七、その
際にはち;安心)ょっな4統合カされ Cきた少いえるよ

経 lに、政府「一日告の理誌である c すなわち、↓I'-iぶによ〆〉て別政iUJりを

受i.j-C長」見行為(叩河川izcclSpCCdl) を行う際に、国家に討する憲法 lー

のiI/JfJ京玉虫としマ¥lこλLたJ;}f-~.::牛とる怠法問題をぺくアメ
1) 7J キヲーLtL 、る fJ~， ;_~十:カペ l、わゆる (ヌo\'ern Jl~enl

id ιはおリ昂
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日l 己ぜd~) ~ j刊とされてきたし

第 2に、半'v刊は iの「退j査な粂:'1の法」口 ¥un{'onstitt:t;onil!cor;oit同l1S)J

ごあるじここで、 j主主主な条件の法理とl土、宣伝 iの梓不lを放棄させるこ

t を粂1':シ L た補助金の給付を問15視守る判例法}1l.ノ~ ;H~-( し:る♂

このようにして、現象としての門戸主助成を解決しようとする際;こは、

少なくとも、ふたつの1!fl~nì7子、 V~示されてきたといえる人たとえば、

百前助成 (Î)，~i(.決 (:'1 土、 i主2Eな条件1)法述、政府r; i5I官、パプリノクアォ

プム論などの月前装指がある Jしたへえで、 '-'dFif:りL方伐が行われる伝f&

がどのような役者日を烹たすかを具体的に考える事で、ぬの:111出に遡今[刊

な法理l基づいて考えお宇が求めりれるとす。指摘があるとおりず

あるハ

以 iの 4 うに Lて、己誠司IjiJ)tの市j段の j~~i4モ i こ際 Lて、さまちまな則論

が提示されている状ar.i土、非十;:ご興味深し 3ものである [かし、理論と

1，. roJll'~lfJ 己論の窓l味合いが、より究知的;こ吋われるこ Jては、いま丈一歩、

守政口上正一郎「宍術に対すゐ出家のら;rk収支肋「表現の 111111 出体 I+~'報1，1 き

号 ¥2003ザ 3Uその去lJi

リ t出品忠TiJrキ1[1における公的主化助成と衣坑σT.H-{- ~J~~ ，:Ú 百三~ì_ 0) 'G; 

法制統制11'砧極的な ツ的見解 J 再J:I大平法学会編「骨;1大平法学部創

1母咋記?と論主主主ユ (成主1;t‘ 2C的::;1下 I頁J三九

3D ?1;r ~;fi ~~:ぇ lと「言論活封へじ)政府交令上çJ 成』こはする岩;主土円規律 J 阪 kj会ê~:53

怠 iキチ (2003午 13~):~fの大:tfL I司論文r:土、パアリアケ 7;J- ソ久治の三主
張作が指摘戸れ、いる口ギ杭もまな、 こ Uの)J珂主弔F tr:ふ ~ìはえするつもり;は土な

戸l ほt付古か当ヘ、 ヰキ二な文1机比と νて、 1祝「脇敦史 「発7オづ寸芯 f~知11イ訂J七、 ;，.ι支壬計十寸る[改土訓H山1 丹七ζなιJ三マ';，井1茂完臼♂
渡辺t¥J主編「メデ (Tのu、JJH(l，..ネ会的責任ユ(ミネルゥー古房白川)(Ie:年) 1 ;~7頁

以 l。築LU ，~X火 支ljjに対する政府の消印Jをめぐる憲氏h';jtlH Tメリカグ〉事
例を1::'1.¥に J i1、守政治 y'/rÌìヲ [;:.:13守 (2UC:2 /~':1 10:-;同以下合藤井尉山 政if.J

の言論と何人の:1作 土、土日の:illl.教科高，j:&:'j~ 投育の U:::-J 城学J主主

212思(19ヲ811'-)39::えJ)1'， 

さι'，，_i土、百論助成約解決v」 l士、 主化専門職\1)凶~を尊市 tべきいする、構

法的なアブ寸チ しAわゆる、丈jl;与門以;品 γァロチ があるc 蛇;1出

iF . rr:1宗と文fyJJi村iT.r苦:Jカ編「VJI問要f半 現代のJ、1 tJHt戸l宗とンL.りl
波占 l主.lil台7年i ~ 91貝ふ、|、

~Lì:.土砂コ:.)'n 7) l:j(il 1321 



ないといえるよろド思われるじ

ふ

円町
可 4
仙

た2えl工、 でもそも、 ，ITx! i 百日前~ ::. (J 'fi可か j ノいう ~iÈ表が誌ノト主れt

いないようにdRわれる=さらには、政府門論というものが、具体的にと

のよろ l発せられたかりでの結果こ下〆て、 思想の戸cI1， :I~時」に対 l て、

との上へな影響を r弘ばしたがu あるいは、 何故、百論i二対1る給付(だ

け)を )~Jtí:l1時ヲる{~、支があるのか l が検討ちれ C いない次Ó~にある、

以 f のよな|下)足立<，"え況を lhf 主えつつ、本.:，í両 l土、ニたのよ弓なド果足立〆~:i5t討

することに l た~，，ii I :'それは、ゴ市rfjJbkに閃する、ごれまでの学況の在、

識を変える あるいは、下手後;、ある問題の友深さを flrぅjる F]龍

を有してし、るに

( (1 思想の自由市場

第|に、本市i土、政，I{;~ 口論的多義的γブロ チを提明 1-， i:'い行主り長

体的にいえば、波町JF;論の可能性を、もっとも多義「守?ごtIi不Lた と

れわけ、 γ:Jctcfの政府三識の Jl0請を粍iJr宇ることによ Jて、アメ

リカ表現の肉I討論における諸々の現象キ、「主手刀、九 C)H r片」という観

~~ ~，足え l白 -9 ニンを :1 自 J(: しているコ

このような作業を行うことには、次のような蕊E白rある。絞り f早すよ

うに、従来から政府三市が村正十九れる場??、「給J寸」という 1-，11-]抱

立政府7τ己主というよ型前(三、広い午:.f'I!を苛つものと位置付けられる。たとえば、
政p吋 I__j'指に悶する羽象今、 l~ .tJI，の巨出;ニ~者 q 石三l-J民)こ限定多るかカ明記となる?

しかし、ふ、i主するような、 [:J_，_:1丘改札行事の担~'C、政ut三三両:1)理論が筏ltIメれと

C; るこ 2 から「る}、政h'.f~'.;jおの XîJØは 細t"に、表羽の自主の11I( ~~.:Z7まらな

し1もの、 レいえゃ あるいは、治イ寸1"土!::~寸 'i;Il域 f 、 i是:';[':.: 7'0:条{'i~(!)l'丈l平 J)同

組とト，1'斗に、 Eえ冷:i'μ刷、)~~jj~;0-;-i:i1t~:おされてし i る l こと t\ -ぞう 1 た争五']':をJ!?L

ノ'J~;〆てしミるだろう

もうっこ v-)世H1心となるめは、政府口日前という場台の、政rnとv 行 l工件」に

司寸ノJ判定「あω 政:{::::~，正、女*，ド， i: いえば 行政府を古川としごいゐ Lか

L、 ?メ jブ'J(乃政府言論のJ!J!論 i'I二、そのような狭いものだけに限定Lなlジえ

苦手かある~，与;こ型わiLる一

山したが c 、イメ許可は、こオまでの政官;ヨ論に均する 1冊究が、 I;~'，ツて ν たと

いν吠_:¥..、わけではな¥，¥，先守令']究よ l土Jftなりrす足守から説叫する二とで、口論
幻氏よいハ問題:J)J加工さを提示するものむあゐ 絞~g注 (l::AJ も替m

]33] ，1t品、oO¥:)，21Gi13(i(コ
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カミすj泌すされナきたからであるじ

しかし、段、出言論の珂忠を解決する際に、給付とし寸現象のみを、と

h あげて観察宇るだけでは、一二~)具体的な I'g-ji~')ii，丈市民を、J: :) ，IWには烈北千

やさなν、 言訪日力，I-L¥:としもう問題を解決できない という tきである

といへの[士、寸でに提ノJ、L，'C-いるように、給'f-，jとu寸 '1'.;乱r:，~るf1

山j を将行了する院でには、「国家による斗c+J，が認められる前読売:引を、

先行 Lて111':/がする記、安があるからである c 手稿は、その [;IJ提条件を

ために、政府三訟の坦~~，T 1: 再~ít認する J: t) ，B，1不トヲな方はと Lては、給

十jといλIlielJねだ(t"("はなく、表現l辻制l'ーいうげiぷ行為トまマ射程を

出家からのは白 J こ 国司てによるとj白.1 (J) 緊張~慌を、より

マク口な視点から抗?まする二こにするー

町一

におい、、「下l家に上る戸IIIJがtt

したような、 I悲恋の'"出7甘7持Jの

されるか というベ スラインを両

ニのこ Jて;こようて、 Lミ刀、去る

められるか あるいは、同法

MWljが、 Lλかなる場合:こ l緩和

， -A 之、レ-，"'i、将1
ノL ヲ .. "，) '-- ~_ ，'.. Ij J， 

いし:方えれば、こ 0，1.たベースフ/ンを許1;1'するこシが、 γ メ1jカに

おける 政府汗論の理論の現象である 門諭助成という問訟を、

(呉なる志l示の解決するごとになるだろう、われわれは、「忠fむのn
由市場」という l原則をほめて情認しだろえで、子守お助成の日F通を内?決す

ノ，.ーマてユ Jレ ? 乙
\と~ '-.:6う.. ;"， ν 

出このこ〉に問己して、わが国でl之、政府EF市ト、逢/，，'}，な条Fiグ〕法仰が、ンス
r;'ijされにきたきら v、がある。しか九淫害なJ在('1υ)i士:i!b5{、泊0'-合内支給なと

の、:;:It:福7]1内なj日間の返芯件全争う法王阜であるのにノ寸して、 j泣1(.1百百fbl立‘そタ

よりも、 4り射程的広い7可持を古す。ものであるべここで、 l:tl';t<町l北の同地法、

改付ζ論のJA論;むなl-gj垣間 L、の J)[寄:に過ぎない

:34 非行副「買うがとコてきたアブロ チ l立するに、 司Jl;こよゐ山市 Iこか古

る列記~， ~式、 illl:Vf~τ ん)の占山:で検討日る 5\I r:f;家かりのヨEi.:(7)初期は従来の
:，n惟ジ〉年補みで検jすするとし汁アブU一千 とJC.べて、九加のγ/u チ

には、どのような実際 i のメサノドがあ足のか、さらには、結論に差~"yll ま

jしみのか、エ uι問題があふ j この出に問する司[特l止、 2うくの通りであヰヘ

まず、ノμl苛 l ことつど;二、 :)hiffri~ 古、指J商ずるように、アメ 1 ，士の fEI;c法が、

~Lì:.土砂コ :.)，:21 5) l:5;j9 1:" 1 
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以[のような問題意識は、;たのよう仁も v、えるだろう ι 政府百論の逝

市以、先行研;屯によると、主と υ て、給f、ご行政とし:与問t11を解決するJfl

3布と ;5iして戸たc実際において、三支Wf片手有ク):革論;土、私、れというわ J，'，i:'こ、

止企庁に」る Jζ認・再認のj メヅで}ジヂ合まれていること干強調し七

いる l たとえば、 1;:1当ょのJド ijj(i!il;u'j千:去に上る I道徳的照射」形成へ

の門戸 1)j-をで戒わてきとし Cc、るコ

しかし、そ二にはひとつの[)-i]胞がある c それは、 J訂、j行政にかかるす

ヘミての|問題在、査法問題とずべきと 1て vリうのか Lあるいは、そうやは

士いのiJ')が、う子力、らと主いことである こ与しふ珂患をそするために、

r. 、かなる町長11;ミによるヨ占 J をも、危険視するを勢を採用 l~ "ν ることを認誠

する?とが 市'kごある、たとえば、アケセス艇やは治資金規制、立川1'1<::百論

υ規制が、消ち主的(.:.jJLえら r~， -C'..;もるこ L をす言l凶ぜよ l 父九iHrlll，日ftrunoLc 21: 

抗日同 60('1ここで、「出家からのP"1 しつあり J:， 戸、「臣家にぷる qPJの

ありょうは、常に l法動j してし、るハよろした 161点Jを徒きlしては、 γメ

iη における ョ誌に対寸るtJJ戒め問主号を検討するここ jj"¥ きな'."， c.νaう、き

である 3JJ!用.{パ日{七¥~ o:~) ll)貝なこチ:芸侶

とこ与が、先行研 tには、「伺2ゲ:からの自由J に関4一る認;まがない〔少なく

Y も、やぺ3ET コ~1ではなし λ; 炉し εえる~"(うする Y 、し、かな'，r 百 I結ドノり成がliT さシー

し c'均一宮る-;i~(ìJBt成刀、、;干さ 5工会 r ，カミを判別 'j る J行主 l を見つげることができ

ない J ご才I!，二対して 1'~可のように ;;1家カ「つの向l'→j と日家(二'''''る向刊」

ので可省子 仏的に収支るこ、先行旬1):究ぷ什も、 r}叫f告に ボl家;こぶる白llJJ

l 院すーる?自主 l を見つけられる。りわけ、昔、続的(ないしは、それに密H~\ 院

J) I ~する、宗枚的)結社:ニ丸トずる規制ヤ助成の司~を抗う場立に{之、)の 4ことが、

よくあてはまる ¥vたかJって :t:J高;こ「ヨv ては、;'j'}2古や品';;4 草で、この I:~X に

司寸るケースースタァや fーが'fJ-hii~るい

ここ lご、 τJ'Ty' "よる白 IJIJ に戸4j j る ~G111lU:、 i叶主立自の選者にととまらない
Yいうべきである〕ナヲしえ(}'-、管 A章でわミ討「ゐ上川、f'l1世山吉田什にthr-;~; 

，"， ';Jゃ 91)成の fl}~:{gもまた、 II=!J水による口市 に|喝ヂる ~ilj ~迅であるれーこれは、

政;(JIj~ùぃ関する、今 [1'1')なひとつの重要な研究日思慰であるしその意休におい

て、本主主f土、百論W;成に院する I背寸自J fí~J キヰ 4 れ 1;山じようとするものにはな

く、アメ l}1) 表::J~J)自白likl72ける、びとつの存続的な忠4-YJi.:r¥を通して、ニ
論~~~ロ，~涜ず必河震の、ぇfj}l;依存 (I~ な ß<:'決を2!Jろういする b のであ/.;:J-) 

さ下政不7→前(J)ュ目前l立、給付と r，う行為に、政府による 是認・内試の)メ J七

ンがた支れ ζいるごとを I)，q:;討iJする υ 小泉前掲 t-(l~)) :r~貝、

r ::;，~ I ，it品、oO¥:J'214i135i'
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木和{土、政府子吋誌の理論を-[lf'rL1_すするこ，-を烹患としたい。

より只(4'"'，には、政府己市?"の」リマ品以、治イ.Jという国家へ チ

青キ;夫するE世諭ではなく、婦のは山に関する同信に対二亡、 1--:本が、い

かド「間キJ (給付のみならず、規制を合も-:rべさかを、よ !'1ト} " 
ル:提ノJ、する担論であるこし;-ぜ例。そのうえで、百論助成という}[Ji'2R

を改め、続行ヲベき少し汁立場をt;junL -C ~，\る n

すべてのレベルポ、決庁三;止、情報ヰ知らせる権限 J政府~W(~~:Jう

こなう推し民 日!11者)を均してい亡、名組織体を士尋し、かくし

て、民王(l~:-;i]信ーの発肢に実似、するものである。しかし、そう L

力;止、混在的に寸jl-<の独立〕た刈~ê をfiQ-l喪日立なものにしたり、 l-<J=.

「日同意の;芭程(、脅威宇生じさせるかも Lれない Yltc!oI:'土、こう

L!:-JI，(I!守口論的ー主ぴ)笠宍 (C:l乱 II計1)，:'of p:u¥'err:.rn守n1 ラjl刊 ch) を

考察~ 1 1:!fi:::のも:;:J戒における、過1主なはイn寸論という間組関心

に言jJる、人生切な役割を促'ゑ;-，一るハ、傍Qi.lリ用者 .8【

もっンも、このよ-;なFj川口論の1'r市!委するに、公権力が、諸々の
形態による規制jゃ布;f-jをしていることをト タルに扮丸、す三;:;~， jう)の行→

示に対!〆てct.'govcr;l ，~lcn:: sp川ch 般台規律する法1甲のi吉本 それ

は、小nf誌である?けではなく、ィ、必長でさえあゐ」いという l 、円なもい凶

事jカにあるとろうけ

しかし、卒和(土、すで

雨前が、 国家からの弓雨」 〆) 

したように、アメ]古におりる衣攻の七

回家lよる司雨」の緊張費係を、いか

必 Bezム'.son& Buss， Sl!tJ-r:l ，:ore 9ι1463 
訂 Yll(;ur，SlItfli no[(' 7:1，川えり:1このlJ克i止、;品士2IJ耳(コ弓ぶされ六要約を参考

¥--'-'た}

外主主1111-0，1' '思却の吉田J似!11論 調 lJ背荏

じ" 18 本~h 布市社 1994年)1ょi良の去坑 j

憲法'7 ;c" ，品、 権利の liC1日

なお、!泣いI卜 郎教技も、 lオヲ-rd~方 1ιl' 対ぜて、 l この附抱;土復事長で悲しく、

ま者(山'Jらかの解決誌を提示ずる能力を持ち合わせてはいなν ，t--tるほ口
前掲iエ i8)30白円表現政府三;告のい〈つかの吐!僻1:1場LT(立、防九壮捻

殺にない吉山と戸現の l ヶポN~ e.J出政山T叢H石立すほしメGsl) ~lO 間以下っ

~Lì:.土砂コ:.)，:2 13) l:;j7 13(!1 
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間 "iG

なる日」界状況で検討Lナきたか しゅ、なぺ，"詰台仁、いかなる M.f'~:ょ

り、王家からの q;111の原則を、緩日1してきたか という、いわば、

よりマクロなi町議 ぞれJ土、仁でに渋小〆たような、)，，)率的':d:Ji富J併!

じ間ずる問題関心こ U えるかも Lれない を再~'[.認すみといっ l) 拘の

丈めに、もっ乙も多義的に段府百f自の担論を提小し丈、 y I l( ~()f らの主主

午前を*111tすること LこJ た0，ハ

二σ〕ようにして、 政府門→誌の理口市の時心を背景として、アメ

1) 7J ;et況の白内市" 1国家規制jヰめくる諸々の河恋)の「後民」ヰ採ると

いう作業，，("めるのそれは、政府弓品、というミ世論のひとつの坦IWを1))eゐご、

表現。)白臼の主における(給付や規制なとの l関守 J をめぐる、}諸々

の現代的dfさを、よりヘ タルにiiかびあがらせる作業であり、あるい
は、若手元的な社会における、国適正規制の慢雑性 1政rt;-~.、よる Mtfてや規制

なしの「関if-のめり上品 jを、ありのまま;こii"i写-，t-，~! fl='業でもある

山本論 C'1是不u ように、本以，1手、政付寸論4論ずω際の 前従来i'P提不
ずるも乃ごある}それは、いいかえれば、第 1:1年止が、 ~:jとか九円 ]1 III ， 

して、あらゆる信訟の 7 ミコニケ」シコンm メソ 1; ージ支H~を保諜 J: うと L

亡ゾることを、 PT~をiz jるための議論であるt

より兵'判り:。いえ i工、トJHit ;~~蛇却すること、 ) '1売さや燃やすこ J、衛兵ド医
する書類を燃ャすこレ、窓口、古帆わすこ〉、政治的な.'¥' l--- ドを千二 q こレ、政

治的ではないハレ レをわうこと ('t:，/1 ノ， F lJ ，;;，1-; . ~アィ ベv へのよ
うなも州、マーナイシグをしな 11こ(こ、 γ--"'~\パ/卜を}~若守ること、 f民俗

な?-"1セ ジがつv たジベヲクットを有ること、 J、安iなること、 i可もが;ないこ
と、ド hiu.~-役fもすること、 1+.-:1dt悦ネしや摂P-iγるこ l、ある J スチヘ ;yγる

ニエ、子、〆ぐ プレ トいメソヒ ジをm-;Fx~て申を運~;~;-9 ること、パンハ

にメ， ，1τ ジを南京 IjT車をi峯転すること、戸にmしてやiるこた、計かに祈心
" T仇に教育寸る?と、度主 C資令提fllやしい1'rflぅ:拍苦に対Lご白γぴ)

メ yセ ジを j主る亡と、，~!j.I\-i'，1:広ilzするごと、そのほか仁も、地I;IJな状況のも

とご、 き予ノのものがr二td、[-{Ä~をされど" " {) () S'ee ]\fi('~: 計 l ぷ okcs P;:!l1JメーH

.)"cηuts， F(!m1II円， mιdSd切っis，市 :v:ir.nし町V.1917. 191!)-:92U つ川Jl、】

ζ J;ようにして、本手間l玉、各;rI;':'qを骨三重〆ょうとする契機¥寸なおち、 P 

想の円I11的場J;;t市ノが、判例以、の J，~ご 75刈、在イJ::~て l ミるごとギト:是認したい υ を

のことが、寸、論一二不してい/ひょうに、表現0):'[ :-:-r:こ，(，jすゐ 給付ーの向日証券解
決「る際Lこは、乙、とま「主要ご為るこ r をJて三;'，るものである

1371 ，1t品、 óO\ :J '21~;135Ci



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

以[のよう tLて、木和l土、アメリカ憲法学tおいて、最J斗 P なって

{主nd f.~している王立附言論とし:ろ」リマおの EI床l人j苦手を解明するものであるの

I;'I:if.、政府門誌のE町剣士、去三日lのじ山に関わるi町議こ〆て、I::iTご(どもが
介元わることがある J しか 1、それらは、手ド市にIt;:J'，的なかにち

カミなされ亡し、る J

しに卒稿l土、先行百)f0r:ヵごとと'_-c採用 Lてきた、政lfi戸市、
政府口一誌の 1たる対象が、 1"J'A(に4LIj 品、イJJ行為で

あ2';;.とすること をどt~I;I; .~すに考察している， -，なわち、政府言論の

理誌とは、士ト、 Zミ王i♂)tヨ:討を巡る，r々のIt不出j課題;ごYずして、いかト
I 関守(、給付だけで l土なく、規制j を ffむんできるかを問泌 fl"~.する枠組

みであると捉え ι白4一べきである九

このことをプ設Hilするために、お l半においては、(これまでのところ、

政;ノす弓論に糊しでは、 r.:家MIIZがよく提示されているが、 Jふれ以舛にも)

出1鼠敬子Li丁守'f.(J)強制のFfj辿が桜小さ ::fL-，:..いること、4:1:奇や

宣伝、活動、その他の l説得， 8せな千法に|主j，るj問題がおと示されることを

1時認したい"

←ずのアヮロ

このよ~)こし仁、本橋 iよ、これらの守べての剥誌が、 1f'~:!Jj論の則前

の対象であることを提小して、|ユ|家助成 ζいう現象どけが、正文町7π論♂〉

1早品うの対象ではたいという結論会場寺山宇ごとにてとるへ以;のような、

政府百誌の多義的 Yプローチ[土、少な¥--も、アメリカ表現の白日論の

l 出家からのPII，シいう ~t符を i何らかにと尽きるものごめ:)、ミド'w;r こ有

草義なものである l命i~-~ 1 ) ': 

出向同の
ま

4
1

し

孝弘

t

結

F-

的現

に
表
っ杭山
市

内

4

したJ:うな諜認を解決ヲるために、本稿i主、在

ぽ:と:と

?怜市有引江行T研司究; 陪 t~ゐ古同卜山H で;議主論 L て'.，<，ふ心 υ そ:);_，17研究は、 「従来から存社L/7~芸

ifj品ーを新たな切り 1'-'':'う/*i-rし止うとするものである lこししいる- :~'、符. H 持

;.-i-: U.;4) ::;28員

。l限rff言論(7)現代的三塁ii主存不した論者と 1.'('_宍)，お脊 I特別の公法ヒ山間涼J
H~/j セミ)ドーlH7守 (2008 'f) 78頁l孔1') S'pe TIIO九仁川1.EMI:RSO"， TllE 

tづYS'I上九'lS0ト十民民ト1)0¥:;0;-' EX~' f.{ ESSIO代 n つワ(Jりíoì
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間 "iG

{本のA況のbm(あゐい l之、去i主主J材不!の目白}を七~;l}:入れて、政府

己記古に関する H~遣を検討したい川ぺ

しかし、こ tしまとのhオ711土、このことに士f する、 p-n~-~思議が時IWでは

ないといえみ。"，(:じ提示したように、思想の戸cI1 l:l~時」の原則を、「培、

l釦返り J ~そ 1;人れるならば、支f足立甘精子 LOJ 自由な u 与し「衣現」を、 1 ' ;

家が司するこシに r-，:，主9i，J でなければならなUはずであるりす

ある日存者門戸主主をイ11じると、 li主，);， ，が1iE人であれ 6叶体であれ、 I受

け子」にとっては、言論 iJ場に多様なれ殺が「流醤」することIji重要ず

あるとjると、己団体C)百fJ:もま J 容fJ~，:;J-U(J できなし寸、らである件

氾 これま 1でζσの〉 ι ~'~~ii;:';均リE或立;にこ巳鼠手←寸4 る1研l肝背わフ究uHtは土ι、f悩封人;にこZ可寸γ←寸dる失約7汁Lの問E思立の月を十ま幻言引Je， 
て主む何向苅が邑品る /斗十

るyト、め!一二、去Jji的1414十円自由に対 Tる規制ヘコキ;，(，jの問題をtft.野入れることに

する、このこ("i土、ムヒ1.';;，< -p;みでも、 Eい弓昧でも、百n :illを t)，~設さナω ニ J になる

ν かし、本間は、そうした弘以イLによって、兄え lご〆る ffj;f~l を認耐~，>j- る、こと

が主要であるとも考χ じ，'る J ご予守、投寸rr(iコアメ 'JカTは、主;l-J!門前ネlに付

する肋jよ(:tJ) p，，~ ~tlが止ïY'f :c:i論の~>'~:;Jiとし、川訟ごぷ〈争われていることが、事突

し Lて重要である J 相|下;; I同当受者対して宍 31;ú-~万引をr?つ'T.徐によるノ、手

刈でのへ予採市活動をノ、学が禁 r;'.;j だニ〉に討して、合衆国議会がノ、学内J:I~邦

会è':;;'ごを配滅する法伊を引Jj三したことが、二，j ;jき l ー l こ j~反しないとされた事例 J

7 メリカ比 [主的1-1 1弓B司 l~ uυ山川"叩Jη川1

しlIitiulη〕口l Ri 又hL" r 白ρ ，，3::7 L ，S. ，17 (山200Gi R可"¥cscnhcr只cr v， ~_;n削1下n叶1芯刈iL，y() l \."一ï~式山1 
訂引1九， !:)Fj (~_S 氏i:り) ~ 199:)日) 

92 ただし、1-11体的支2角川U巾といっても、 yメ iノ刀」おいては、，'2寸体が多将

多擦に存イlしにいるにとに、戸悲しなければならなしったとえば、¥'i¥，¥CPと

いっ令米黒人地úl:I"it 委員会に対する 1<1 玉、 f:~入と、人持ff:1，;1] (rむな l~tj1+:'C' 3>)る
KKK γ対す之}田家介、入vえししおそ 6ベ民なりf二配信が記要と汽れるド〆つうー

も〆ども、/ト、誌で任認した4う(、「忠男?、の病問11日品 lの原則士、「組問還り l

に'~-~，;.l1lるならば、し ιすずれの凶家介入に，ijしにも、っこまずは、合戒心主主主を

小さなければな句士いだろ 'J'J -i-2閥的j吉村の国 L込山刊黙の難にさは、こ'， 1〆た

結叶J!) 多 tl:['l j にある ζ いうて ~ .にある なお、表現町村it~， (1) LI rf-:ζ 表現
の向山l土、完全に同 視できるものではないニシふ、 Hi刈11えでおき t'¥，九
S(('I)a~e 正 arpe::ter l";X!'FI'S幻ち 4s尺ι;fi，dio何 and.Aロtif)iscrimuwtion !αw J.fteJ 
Dah:: ~'i Tr-itu-riilc "lPJうり'(JW)i-， 85l1-11elll. L Rc~'. L315， 1575 ~，勺 001

'i-'-妹!I:':1-=:.iE r思想の汁々と団体lえ伴 ジユリス;-，10S9 iJ' (1996年 199頁以下

1391 ，1t品、oO¥:J'21(ii1354



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

実際lp おいて、 Yメリカ仁お v門司は、衣現つむ材不1:"と、それlp 戸1接t

問返するい孜的結社) :こ;，t-，る(!ョ款の a 表現の)円11の向通 よ:)

具体的にし hえ:工、そうした同体に対する規制や給付のありよろのIriJ保

が、判例法レベルマーも 宗主主的結社やた現的対忙の問題子、より

交銑寸る治h丈ちで 上く論とられている 4うである

ニつしたことから、本稿:士、表jJ!f'均約社の円山の苅設を十河野に入札て、

今はにおけるK:Vの白出に関する hJ民の、よ ii)必f;;'な担論状況を具体的

に拾くことに 1た，!j，

このよ"にして、ィ、相(;:t、可げすという行為ではない U:Jz: .I{J-~-:-:-;論的側面を

強制したいc しhいかえれば、政府弓諭とは、 政府によるバj室切な方法

むの思想の七出ilr.J誌への歪Illiの可能性の危険視する?と怒とされてい

るが、でれには、少なく Jも、 "~I{jが持われの拡宋t に r~:J:十

をする場台と、決fí;が山らの存杭を D~!...， て.Jr;，!:;~市師として

場合あるからである c

を発する

n のこと帝時まえ亡、本杭は、 拠われの聡宋」 (~ 1，/ '¥弓政府三論l二

のヲミr~ ~y. 義者: _~! -r¥ 

このこ〉に，，"1"1'，亡、第:亘で提示「ふ主うに、 YU仁川T は、政府がBr;右「

ゐ存料呪ovc:rnclcnlri;;b~ -~o ミ IX'3~) を、憲法のなかに好意的に*t'み込ιa こと l土、

説得 ü(; でも抵 J)均 c もなル、と 1 、う c 引 H多 Ir~7) s};古的公1eJ')1土、政府のHO);;;ト

刊以ヰふごとむある なとペ 1. 1'、{~:*~ (，去する仁、あるT市(J)私材、なしおしは、
去三 i的結性)とし 1 うよ件、~，:、治ム伶1F_I-.o)格刈を認灼ることと日係lしご、政

府;そのよう~権利をく;::;-ナ l ヲに認めゐことは、大 l売の 11111 システ i を歪める

(distOl いことになる、としといる i'udoL幻ψra110lc 75. J.l副38

引関連 1，，./'C-， I思想の8111をめぐる問題は、政lイゴ吾言 Jとい-，概念式ト渋っし論 N

j白す余地ーがあり、それは、 特定())稀実FO)伐1--1日論が、それや不主l感にる

tl-況に対 Lて、公 iう苧校のJ受業乃場手押し-:.JけられωC¥i、う河廷 であるこ2
がT汗詰jpあ ζ} ブヲ IV1>~-:~ 日叫ん寸人間土宗を押しつけるのはj;~:，;λ か J I捧iHit)百

出総!Cよ1届 b樋l陽 先1;)1 rTf;lμ己念 岩1云品集i ¥自i丈バf・2(¥(吐手一)157t!O)去

税叫とだし、教育乳場やめぐる政IH 百百~iìT 明伏する、と σ、 i吋出I を 7J、す f~市北海Jう

る:¥bn2r S. Cl仁 V ょC.C"rけlWU'ηlυft!tcじ仰1.53九 :d. L Rc:v. 1 (2001 '1 

h 峡 JI:~n;' 'w:hすと言説 ン')ストロil~J.0 (20U:l-$) 9LJ.玄の長i宣J
S~ i義}I -e江格n.:(:)6) バ貝の表JJi川

~Lì:.土砂コ:.)，:209) l::)3 14C-1 
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可 4
仙

関する問題朝、訟を5Dt珂しだいじそのことドよって、 1"1吉之助成とし寸河匙

日よない、 if:il.吋三百志のm可、自立口d自主iそtをfZ小 υ 丈し内(白JE主?)ぺ

31 言論助成

能 3に、 Jj，トのような与察を跨まえたへえで、 tへやく衣制的結什 i二

る国家助成シいう司lttlこ巡るべきである、というのが本稿のJL場

ある。

こうした干肢を ~:rむことで、われわれは、国家功 ;J](の河恋同心を、従

来。i:rAri占小りも、よれ真剣に受けιめるこ rができるたろうココ ここで、

本相のおおまかな沿論をうlAに示Lておく三、次のようにな.6だろへし

本稿;土、政J叶三論の山手読め対 jJとを、 t 台仁のみならず、胤仙の|甘L~~:こも

初、燥しによりトータルに成rt;.H '~，おの 5私立を枚討する このことは、 国

家民間jに闘わる問題状況を、"り鮮明に-~_.6丈一ノ〉う

ある V 寸論子規制できないとし叶円士会íl~) べ~スラ/ンがFiII:され-c、
ょうやく、伺1ぷEjJnkの当i:.占刊に|矧寸る判断枠組みが、山w患に定まるとい
うべきだから 少なくとも、不杭では、での上司な何百1)的会問題調、主主

を混不することができるとし:うべき であるj()(，

こ(7)ことは;、 ふ"にも表現とさるだろ与のすなわち、;司祭WJ成と

>t t: ('えlえまi克明給社の11111~いう場合、千平柑川にいえば レス lラ、

というI-Jl体力、、人組差別寸るという:~w主 J を、し ι かじさえるかとい λIt~j h'Uが

ある J もっとム、ごうした女坂l土、ー般的(こい主 lf、ウl、ガザ Jプ;こ僻されるご

とカ多い )かし、なぜ、 111体的表現(!)l:; 111を('(;;Eとさむかと ν う保仰を"i'!;え

るこ}が重要cある PdCfdc i¥.Jar:H ::c， Rι刊ls，Rer川市川jr勾 1'11ω1ι o(".J.SS() 
円ation.in十日トト1)01¥'10い弐SSl{瓦二L;1，TION1，1!1. 140-1:=-liJ (.4. 川、む UT~"IANN s..~ 

:\HしH~\EL ¥'九 • .i¥LZER cdぉ 1999)φ

%ここでは、 J~Xf主市首の f*牛:'1 という間関t テロ唱ししす叫にの計約， aCTur ~よる、

政府η識を泊険料する必l主はなく、それ..pれの{政In) 綿織の1工;;1;8':;な特徴

:，rli:-;tindiyt-' f，.;lt肝円ぱ八日 間対↑，"川，1を分析していくこFが主主要である、 f

いそ以前かひとつのとン iと仕るであろう F2gllIedεS， S坤runotε 38， at 1637 

l卯 El1V;じ1('¥t'()!()kh， FI'N'!lrl!!!οr Extressiu' A.川町ialiol'!r1!ul GOl'，'fllll1<'!l! Subs~'di引!
~:;s Stan. L. I"U."，-1919 引凶行}後J村正じ~4) もささ問。

1411 ，1t品、oo¥::;，21.治 1352



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

いろ同誌は、柁神的目白グ〉領f主l-おける "1斗忠仁上る目白J の問題であ

るのそのこと←ら、 l 出家iJらの汗 11I (7)間近に車交べると、憲iJ、が~}ミルう

ているベ スラインが事II酔に忘められないというべ主である引c あるい

は、右京裁呈の余地が、広く認められる場合があるこ¥.'¥ ':;べきであふ。

安寸る:、イ¥1JイtilJのご主カーには、 ，'d:?'工(二戸室戸守的な給付治、あるとL える〈

しかしちこのような給付という介入の烹:誌を認めよう 1:')るアゾリ チ

l士、二れ孟で搾小しとような、i、政の白jJの領域におけるも、統的民考

すなわち、地什な:E8;fミでの(たとえば、リパタリアニスム炉提起するよ

うとよ)川添性悪説的ノ~-:思考 !は、 ιi異公るものであると U斗うこと
カミむきる v こう Lたう}:II支凸に閉する与察を才Tおうとするのが、ノ仏T，*;O)];j.: 
!{f己諭のJlid.命ごある 1'-'フ

以 iの4うにして、われわすUi、政府言論に関する反米WJI止の日忍が、

li' まず、京からり :JI!:Jに持する、厳治なベースラノシにつ V"どは、 p，z

1 ，i主 ;m I去J:l! O) 自民会めぐる~ -j~ J包の河京1 と l特殊の月家Ic 京五、た f計

会科学研究lリ;編「回%::(n各校'1'1;;ど11場JI(ポLf.:LH版会・]市民年)U頁t;，-lをを照}
ーオしにλ了して、 1[:[家による白虫 のヘースライ〆にうし '-C!土、 Shi11Irinが、

対伺1"("形成戸オした 1--&)品目抗争、 11:;.(/) I'~:;去、 0) ιf i~: ，1七対l守lこい1めるために制限ご

さるとし寸 ι理念は、め 修辻には令ノ祇総でお之 というような 1 l:l:J'j--:::にニ

心声附」に F~..r ;~) ベ スラ「ンを見定め，LこYカ4必要一し介ょう;、やヤF司ぷ

裁量の4地1J、広がるともいえる Shiiirin，S iJþm ユo~e 2i). .]， 598 

も J とも、後注寸る~: ，~に アメ'iカにおいて;ま アケ十ス惇などを合めた

~;;J 不 l二三五る 111' が、それほどl志めら才しないぬけにJ:;1) 、表現の '1:'1' 斤泊h~

rおける、 'H家じぶる白IIJJ仁院1るc-l不裁量;の仲は、ぞれl三こ広くはないザ
以!のこ L.;r ~~占まえて、本絹グ〉正文汁言拾い渇する議論[手、この狭い領域内で
区間さ札る、百論助成という 司~~<:: (，こよと μ r:.J内主義を、亡;:~;~_~:'，しようとす

る長ミ(iのものである ¥，，{)九o!けkh_i;ut凶 nolc.1.00. al192U 

， 述況に対する批半1;と! と、泊中'11'1'リな梨撲を有しな d 土 1間最c(ドコなカたちに
工品「忠犯の向日市場」にメすずる民家介入に唱して、「司言このさまがまな|舟守。

f¥人はずべごJc-)U)のl迂いをHつれおとなるが、あるいは、そもそも4111山花と)

日前「る余地(j);';';"、It~j も 1.1とな乙のつり千、酬であると 1 ぺ認識が正常に三重J主であ

るc 右的 (1博玩代|可家と日出 百論の自由を社ぐる現代:l'J~司祭;]人況につい之

のþc:古」忌法理論耐究会漏「人格1ヰ坤こ現代刻家_~ UJx-~zi2. 1 ~お年 1:)3貝(})

Jυ1 
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こう Lt:微ryな地平l、成:1する問題であることを、改めナ亘:ぷすゐ区、安
があるどろういいかえれば、売れ研冗が志議〕ていな v、ような、'[宣

言ミからのは山 j と '1 礼衣によるは山 j の法問を、同ノトずる必-~Xがあ

みだ九つ(0Îf~r 3 )。

第4節 本稿の構成

本 H~jO)構成 l之、おぶそ次の二きりである c 本稿 l之、政府;:J訟のメ 1J ット

とヂメリッ入とい λ ふたつの IØ~自j あるいは、政府百u+~Ci) -:]ij誌住

を当来しながら、国家が、 思)lU/)白血m士号Jに介入することの
判らかに J たV'_

右

そうした作業J土、役述-rるよう[、憲法注論キ提示Tゐ前提と Lての、
社長にl付U，I_ている行動f;?刈ない 1_1副長条件を1芯J=:;-~-- ~ f'rざたにもいうべ

きものである U

(1，1 政府雲論の理論

第 l 壱;止、 Fj川口論。JJ'r市J を j~~iJ、したい J ヰ;楕l土、比較自ff-，-jし中生活で

提ノト与 ~-L/:.、 Y c.c' ül や SL~[[rin 千 ι11 白川11 C')改時戸:告のF望論を参照し

つつ、政H丁がメソ七ージを苦言宇ることへコ、政府n-1if~C'))主義の豆ψ検討

した¥"む

こう L丈作業を行うの以、国家助成のみなら 7、諸々の形態の国家作

'11を、政府門論と州えるためである。本干吋は、こりわけ、

用いて、 国家からの円南」のl阜別式)怠味を改め

ョ布〈ノコ中校となる也のをf自作 Lたいι

Yur!(】f

l、j没ネ「言

なおちゃJ結び〉ばH【J 口午前1}):l;f，~Jf.;主、次の 4 うな I 出家からの円山一を;4~

J司とた l1J1~司法理のT目鮮に治、杉に関わ J ている。そ才し(止、誌の白山に

関子る判例はで百一ら :r~ た「決庁すがわれわれの社会のある fTß~j の ~W(~~: 、

i也の ùfj分の声を十日対的にるふめト制限，，("きるという慨を~(，土、治 i修

ιにlれず;f-)である J'おとし i~1 るし

1¥¥'; )'.-!ia:ni Hc:'aict Publishing Cc 、Tcrn:ll，'J， ':18 L;S 2/11 ，'， 197 /1) 争 Jラ、 S~Ü[

fri l1がノ戸峻し L いるが、アケセス換がアメリカむ去王将{Ú~J(， =fi<1苫 il けら"在いこ

1431 ，1t品、oO¥:J'2UGi135(コ
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ころしたよ士逝を、政府子守誌の理論の中山lp据えるこ ζ で、アメリウ哀現

のPII市誌のム士貨を採ることに Lたい l')，'1 このように L工、本稿!上、アメ

リカの衣瑛の七七に関する具体的な刊j例法王国のありょうを、設~，す門論ク〉

埋宇用いて再解釈すみ。

:21 表現的結社の自由1I，.~

と在 2自(止、政府門貝告の理識を;IJいて、個別具体的な[;'i;~.えを解決したい。

よじ具体H引、いえば、 アメリカにおける 11'民権法こ見的払主lの巴向

との十日立 とい与現象を検rtJ Lふい円~~宅自のぷ j~ とし亡、最近の['1)1刊で

ある日f)VSCOULS 01λlEerice， V. Dale 判 ~k11'.; (Jユ下、 L)a ~e 判 {'-J~ J:: .~る)

L ピ lzl(.f'~必のあり E うの問題l土、河連 Lていゐとさオしるに S:'liJfr:n. SU!-'1f1 

;-;0淀川 ζ-::596 ころした見hが三しlィ iならば、「新聞ャ雑誌なとマスメデイ F

へ的反瑚J持を認めるフ 7ンスヤドイツ、ぞういっj二権利を認めなし ιアングロ・

ザープ J>司会とのよ主いがある j こいう、士fl~;í;IJI:r:.!な折拘が重要むあるこ長持 ~ß

jム男 rJ，:tf:r:.lCtlVt;:.fii主，l(守交問 2(l(lG年)19h.~' (j)表現

えらに、反品格などに|記しては、 主主に形式的7J:;}~.::主術の問認ではなく、 Jj-;

〈司五初、 1'111親、さらには司法続!こ\~持;苅辿をもっl円高であることに注が

か必32であるハ裁刊同ずといえども、0J家権力の 椛|羽であ i)、ド凶家によ乙で士士会

論の転伝的な助成「 といっ性的をJすり以前はの谷易な号け入れに対する設問
も、結局 lごう J た基芋[もな科学，-がかわってv、品開向がある ζ されるコ

ィ兵?純 「苧ンケ f新聞意見!.L.告と災前丈招主主E号、lミ」ジ リスト郎防増I'Jlri.fC
G2:C.定:fP:'1:川内解説 (19きさ午) 18白内表現ー

1 i~ 1かつて、 γクでλ権を li'，し、に v て、， I ~命出場における f:;C川の稿料的な役割

を 1 1 1":11 えたのは、 ~hl 問、どある Lこの上う主河芯院心を背景にし亡 とりわけ

メディ?に叫 1ゐi帝京介入の判出べ'医師からお古どか J シポ J ウムとして、次C')

主うなものを参照 Sct-uheロG 日、ey引 φ 斗 SVJnhsium!fω)，01同庁 jCUJIILr? .rl. fJar 

j'Uii'S P，tth.Brc?ahur/i 士rtide:lntr:ilIw tury RCNiur!(s. 76じeO.¥.VZtsl，，-.L. Rεv.819 

(之 Ui~唱j

" アメ 1カの判例王、l士、利引の 11 [ lc:' ，~(rt'， i寸する I~~~ 仁、幸一鋭的あり不1.0) 1'1 '1 

(~ぽdOi'll of (:."<:'}L'日~vc ，1S州 iaLionJ というえ戸土用l;て~ ，と ο 木 l、 ~8:，-主 ア

メ ljtl合良国:おけ{)J 村社」綬 j 立命館 k学九土利学研究I!!Î 紀!~~ 1¥0. K(;[~:~UUり

: 21 tl以， -橋本恭弘 1正代語法iおけるFnj'宇と句人 結H:niJc慨;売
の丹主義をめ'~)て へ不Fi奇書.:2004庁っこ
l::，o Bo'y SC(竹村 οfA川(-'rir?v. [)ale， ;;:iO IJ日 64()は出HJ:'.自弁裕之 ヨ

~Lì:.土砂コ :.)，:205) l:549 1441 



やと :1あげる。
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仙

ここし¥Ddc半Jji.丈とは、 '1:-.{スカ')1、少いう私的日体;が、性的指

向による Jγ出11をしたことを台窓(J:/) 11市にJ、現すると、ボ イスカウ

九に七j-，る、差別::;!1:- の泊用を述宏j こLた宇肉であふ。ごの与?刊で

[士、構成良としての説慌を剥存された D九i巳が、成年構成員の地fす剥44

f担うよのJ設い1を求めたv

二れに対して、 (ì主 J手伝 !?Jえのj 法廷意 y乙 i土、凶体の ì! 坊を 1<J2J-~-fる

自z力lこ「丞んなH3fir そ及!ま「ぶうな介入であれば込古とし寸基準そ定

¥rしつつも、ボーイスカウトう仁川性愛の行為:土、~スカウトの誓し勺

とい弓よ喜びノ IJ負むと「けにまっすぐ\IllO九日〉只 ~rιigh:..) J としう規約に違

反するとと援していることから、(裁、叶i引としては/ボ イスカウ?の

同性定者 l刻する行為が、「正 1 t，; J かどろかを川附する資格がないと

1-， i:' コそ L で、 Dale は、大学の向性愛医科~0) ;I-~ f:-~íj代表である 1反がボー

イスカウトのメンノてー;二位まるといつことは、ボーイスカウト刀ま|μ1'1笠

を正当な行為として受けL、れているというメソ七 ンを、メンパャ:こ対

してもデi会 );1しでも送る、ここキ7良いる¥すなわち、ボーイスカウトに、

をj豆Iljすることは追窓「ある f シしたコ

しかし、 l阿部長高裁の反対邑児[よ、 !日:1雲寺11:-.口をポぃイスカ γ:1ト;こk::i

用じても、ボーイス刀ウ pμ 「豆たな影響ーを与えない〉表現的存十[の

口白{土、絶対立?なものではないd 伎のボーイスカウトへの参)j]~土、ボー

イスカウト:こ対しても山のやしこ対Lとも、 メッ七ーンを送らなu、 その

差別的禁!と斜ネ?のLIrl: cンム 1)7， )'1192¥;-(2UU11f:) '2:-)9良以十巻美矢札私
人買刈力のI!!'論~()-;主体」安西正佼ほか川!-w 苧の現代内論占、(行北京・ Stì以-ì-~宅 1

::~n頁以下f

も J とも、本隔がF去しているような、 I司家に」る、子等を実以子ゐための介
入と、市L;Z: ぴ 'AIωの対ti<.，関係という問主主三;;;とは、伎に〆ヤ\るよ弓に、比較'j~ノノ、

なし ιようにど、むれる アメ T}7J における 17~:述寸る r"、 1)(' 1' 1 ぉ判決tJ. :q'， かっ、

D;-~ll: 判;人より前 l舵れるもの L して、石戊昌平 F アメ 1;刀台以河にお:}

ゐ 表現のための結社内じrt1" "九校法政13号(1 ~l何年;ヲOïh以~ ，最近のも

のとし仁、|吋凶源太 lアメ"カ {'i.12 r:f')における l去1主的活付の己由

F')'(-'t:(川 Iu' E，;ql"essive i¥sS()じ1叫 1(}1I1.乃志i'LJ-_li')恒他についし」山学政沼会
E話ク}t \_30~)2 c'HJ'1198.1.立ト。

14.; 1 ，1t品、oO¥:J'2U4i1348
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上ろなは、お 1 修，:卜で象 lt:zつむ百論、~ ¥，土橋成すべきではない 上

rJ2 高カオ;ーイスカウト:こ版予るこ(_~ U:、あるメソセージをミ己主でいると

解釈すべ主ではない lボ イスカウト仁、己申l禁止法を畑Jjt会ことは、

合宏ごあるj とLたっ

以上の4うなメッセージに関する持戸、えのlJlじを前Jまにしてち告さ2章

では、ぷ現 '1<)結社にliTするいかなるIr人が、去、法的に認め C;れるかを提
示fること:、 1たv邑

ところて?、本'[li文;二(土、 F 日1iJ と「引等 とνぺ、ふ六つのfrl11:直が

関わって;，.，るといえる1(.7 支F31におしい1、イ、半u()~にコメン j、する

なかには、干寺 L再配分Jを;r:，，_jj主するような伺家介入を志 i士約に疑わし

いものとする学説刊と、平等tiUtという観点から、思邦最高裁;長J~て、

fiZ立自:J土主主((;ntl 札 ltidÎscr~rnÎn山on -ilgenct川J ，1:いう批判をする

山刀まあるからであるυ

ここで、主要なここは、ふとつの学設のあ V'iどには、'[可家による戸山 l

手、いかに間選?寸けるかという '，¥J，:'矧逮があるニとである。その、ニと刀、

ら、宅事2壱引訴すする対?主l土、政府己市Jグ)J{~!論の間近(より具体的:こい

えば、去現elリ結社のは自に対する、|主IJ:R関守のありょうをめぐる何日比j

であるこいうことがで語る。

このぶう: して、木千九は、 1"1家介入のF可哀性を踏まスつつ、平等のた

めの百家介入と、円 11 を尊草二うとする H~\ J;I~ をどの ι二うに前設すべき

かを FJAていくことにする。そして、そこ c'WI ら-J>にさ 1した );f~_i手は、 {i1;{~

するよっな、 Jぃ克卜守Hiの白河l悶 Fる l規制.;"柾;1てのj問題を11-g;:(-g'-

Hγ 差別禁， 1 法治悼法的にJ;:~ ，~<-ゐ、デイレシマに院する問題を-;-;~.---;; ;1::..、わカ司

のた行Mfヲれとしし抑11，前掲;t(26) 101同以下);:.:別ザ lf-.il、に)J//，今世く
代哀i杓な議論として、 J¥，Ul [). 1-lulller， Ao川汗山fllli叩 111:'l'1!bic S'ohcre: f3C1-'ouiI 

t!k MUil:(1 ，'lforfei， g;; '¥-fill11. L. R(.，日)l¥2()()l) 

1山村え上の円山を ~i\1 く保二圧する在E 古から、 !)21e 判 1，-rÇのじ能引を f古trj~ut ~，こ評f回

す;:)-，'1)，与であゐ c Richard A. Epstcin， Thc Cniis!i!μiinliU! Fcrιls oI MocleJuiω'1 

ThρC!lsr ()( [hf' i30¥' SI'(}μお 74.S_ CilL 1.. Hcv_ 119 ¥2(00) 

1('，' SN.1ぞdRulWll[dd. Th!' .:lnl'[-;înlí:ús乙~T1 1l! ι na/. ι O!! :l;;c}![LI. ~ 11 Y;dεJ 114， 

(200之)

~Lì:.土砂コ :.)，:203)l:547 14(!1 
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指3主主;止、民家lよみfi入の典型的な問題と lて、吉法 '0コ権利を放

棄させることを条件としし納助金を付与できるか/し寸同組を検

それは、給{.J行;伐という わi郁による白臼 J の間足立である二の[問

題l之、先行研究が明らかにしといるように、国家が補助金iこ問する基準

を決定し しいるとし寸 I，f:::におし与し、まさに、政汗言自の理誌の課題であ

る

第日空はもぷよそふたつの l人n~:こ~、けられるどろうバ ~IJ 半は、 ±に、

違憲な条件の法浬に関する学説と判例法制1全R'l̂Lたし 3 そのことによっ

て、.::1 ::1や I'~告にいう悩也、それらの青景にある、民主主義に来志的人

権(たとえば、信託zu)山由、肖{干移転の白白、 rj-lR色内山田ノとのk，j-+!c関

係という J市点に舷れることに lたし \11~" 

ニオL:.~_~>T L亡、後出は、 i二ip再;ニ提'J、した仇うな、百品i助成の問題

111:)よ')羽快な議論として、高掃討之れ授の議論があるへすなわ民、「政宥には、

iドパゾ;Jック.'/;tーフムを表現日告パニ阿波?る憲法卜の;ん王寺:王争かコた。 μず

|旬、政十fl i土、芸術U!j重力ふ援助する J主Jムトの義務はなし しかし、特どのジャ

ンル í~迩}の芸術i'fIi!llJJ ~段江主ずること i 決定し式場イ，，(二、 l制点、川lC¥，V:l刊行lU

中立D~ ，:，これう必袈があゐしありゆる点近に括討する二〆(正式司 ~'~ε あ斗かり

T弘;正以'!Í:: .:-I- さ。をえない。ゆえに、政府のT:itr~ (j)渓定 ~J，fx:肝心裁言に委ねる

'< ~; -c-あノらう J，かし、 ;JJ 山内出引}こツL ては、政レJ が己年 i十~j]Uする fh 合には、

『ュ邑怜'j'['.、午I1リトグ，成後:支が't-;凡誇れよう 主1点。)選別と作W10_)耳怖は|メがlが

日司難ごあるこ 24ト考えれば、 Jス;1"が自らそれを行うのでl土なく、主主 i'1"性をも

fこご~立 :'i-~ 恥;，}~コ可可な専門機関を設 i百一よる制比設寸十を芳ぇ之のが三百ましい(t.. :_ 

仁いるに内松夫，[之 uマヤ策士.;.'"と日本l可岩1云 {イ1斐悶・ 200!:; 千ド 193:F互の表Jl~2

Sec !¥I(JLt's ふれ :'c! 五円が IÙ~-9 in UJc :Hidrllc Fonni1， 122 rYan， L l>v， ~14(j '，2巾(9)

II ~治 3 な 1) 口 J甘すことは、いわゆる、一藍のfr::半前を 1\λ己するこ 1 ではなし~

そ 1ではな fて、二重の;t;t;:宇治に問わる 7メ1)カのヱ:J;}J訟を険討するこ〉に

よって、判例法におけゐ、 1fJ)*}ヤ~Þl告の i'Rk，j-f七を同情することであ必 たこ

え:工、 1，→:.1.移転の自由;こ l斗する給付のありノりか同期となった、 0~!.;}:)lf のふJit:、

会I"，tーヲる予疋である日 bつλn…0¥'.Verl1(-'I'，日，4 お El8ilB出)

1471 ，1t品、 óO\ :J '2U~;134Ci
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ニすしたいd この問題は、アメリカ(おいて、日υ年代ドよく提小されナい

る問遣であり、比較的最近でも、興財、i-t~- 、判例が生成討し とし:るもので

ある， 研究がPJJらかにした4つに、この河慌を検討する|経には、パ

プワゾク・ブ月 ラム拾に肉「る、 JITI市"卜守な考言語が非竹じ邑日未をもつだ

ろう 1:'

(4) 政府言論の現代的諸相

第 4 主主;止、政府~W(~の総桁キおこなしまず、そのためには、今日の

いJ例ン去のfh主)，I:Cを惇認する必安があるの

当主I節 It、L収tむJ川吋!諭Uの〉理:論命の前捉と L

含いを、あらためで硲rぶしたいへごうした作業歩行うことで、 r-r=r-:家か

らのけ臼 の意味frいを可権認 ν たいハより只休「つにしミえ(工、しべつか

の口論に討する刷市110)-i耳目令 t' }てえIJ，);別的弓論;こ同ーる問題、ボ

)~ J 規帝c に倒する問!也、収Hì~長会規制の問地n を枚三すしたい J これ

らをte示宇ることで、 lι想のi:山市 331 の尽 RI~iJ{、今日にぶいても、

上り i耐 l人く援;IJ され〆亡し冶ることキ 1-~f1i宇訟 L れし」

二めよ";な後討を行うのは、政府己市，，0)-)えみである、出家助成の問

題を市r-ii去するんめには、およそー欠のようなにしとがう必 i問があるか

らであるっすなわち a そもそも「ほ市L 的主IDえにJ-:i~，ご、「 12f尽の RIII

市場」の!長引が、いか仁観念されているかをぬる での後仁、|斗京助

成の間I去を検討守る ことが三主要であるからである 15、上の上うにし

て、þ.:;:~吋 i土、政府門誌という型車訟の問料として、 i令|家介人ザ)国味?与し、が、

*11例法でどのよろ l把握九州ごいみか7与明らかにするごとを課題として

いる L命旭川

経:21~'íi í止、政府門口市のもうひとつの鋲却を ì，~;:jJ、したいc より具体下Jiこ

は、信教の九mとしと布名な Yodρ1刊誌を提示すること守、国家Jjj)主
の問題 r(土異とよるよう士、政府百論ぐりを只型を提出 Lたいr

ここで、びとつの素材となる YodeI 判決とは、 'f~t:土の自由、なし a しは、

112代表的なもの二して、斗時一.Hirおけ (3) :::c3?tnr;0 

11:; B ， ;c l..: ;~'vνa1t~(). 42So ~;，S_ 1，48-49 (19'/6¥ 

~Lì:.土砂コ :.)，:201)l:54日 1481 
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宗教的結社のゴ出合理rtとLて、 ¥lllisllの了ともたちの公教育の義務
を汗ヰーした事 i~1 であるt:もあれ、 Yodc 判iJiえは、 I{rfが憲法の~f)~己主を

ノることので主る宗教;切な{完全:またU:fずおであるかを決めることは、

きわめcf~ikをyな t-~ff:ユやおそ己くもt~するだろウ守、席、庁つある白河の主司iて

そのものは、十|会が全体と Lて霊安な走ljt芸l主]係をfける訂正告に|主lする↓L

について、与人が白);"斗身の慕準を(時Tiこ)作るニシを討さない J11f

とも，'11lli~:c て 1 、心 c

Yodf':似たを検討する二とで、 '15::わrσ7諮衆」ll iとL寸政府言論の類

型をた小し、さらには、公ノ」、iメ分論、 -tr:~-+-誌と氏下÷誌と 0)+r→兄をい

かに与えるかという論，止を提示することにLたい(命日_9:2 L 

~J 311有(止、政府言論のi克代的お付|と Lて、:.03i]i:まで;提示Lたよう

な、イ"教の山111、政教分離、 l可家助成、表説的結祉の山111、正日:1幻止が、

といっ王1&息子、複雑Jご絡み台って、平日例法が形成されてし hる材、討を十世'Jミ

しとい(命日立し命日22jへこうした議論は、第 2~主や策 3 玉誌の、ザ長

;にあるものであり、政府百品il恋する現代的茂組というべきもので

ある l命題3)， 

こ i しによすして、 2与~l1n 以、前論として、政府汗論に Fiな?にかかわって

法の表現的即7ぷii を示することで、表現のド11'1 の領域;-171王

政府子吋誌の輿わきを Lあるいは、今後の茂組として 171提小

t、d人
， >、}、
lつ"ふし

するこノに Lたし

以[ーのように}て、伐府言論の限定問，いは、非'日(二I:J~il礼いものである r

このことは、政府再読を f竹決するためのJ:1~ì手と 1 -r 、 Yulof 古、市 :~~j

:])多 j最f下、 jl.l l人の王、自体、手当、民主主表手士会における i~切な政H【J 機

能の考慮というような、多?宇多Kくなう怯i-f'を卒、げたごとにも点才してν日:16つ

また、すやに示唆〕たように、止正舟言論を検討ずることは、 主:一

l[-j \Visco口 SL; 、 YfJ(~erτ4()(it .S. 203， 215 :J9n) 

n二抗われの恋抜高hを混同ずるここの雑LJhついて以、甲斐素也 b吾川、演吉

日ミj- J!.-~)cノ十、(上信111社回りJ， ()()8年;ワ9U-:叩 l頁ぷ|

116 Sl~i J.:"rin ， mtm no~c ，19，♀: 17，19 
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政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

つ<)eJ自の領J百t(，' }:コける規制iベ布、イ寸のありよろをトータノレ;ー将缶、トするこ ζか

ら、アメ"力主是正見のpヤ1前をト クルによ食討すぶものてあ主ノ Lえぶょl'，'

それは、，'いカたをか;{.*し;工、'--，r~;tH(;コ白山市場 J (;コ原弓11にある 4弓な、

社会的多ブI 件を背示と[亡、図通てが \~t 才 1 ，(，一対 l て:と~' ~'1 はと「関与J

できる(すべき)かという問題である lぺし丈がって、こう~， 7三問題を

検討するi去には、いうまでもなく、 '1'c，1回{1;iこMする幸子他"ヘ凶作内部
におけるはイ牛と恒人の山]~-~初、宗教的結?十の白血つl 、灯、人間対I;JJ口市，な

Jr，繰り刀えしになるが、政府?で訴訟の理論、ηノ，Hf&!と νて、これまでの判究よ

ω円、国通'W;成の問題が42示されふこいが多かっf-rいえるべ Lかし、十、平副止、

そうした現象的みをとりあげようと Fるア yロ ヂにくJ ヤJよ北的であるれ)れ
から捷小するような r1'1:まからの巨出 Jに糊する点坊の巨出前のあり方 肢を

見ることなし:二;土、 1'1 ヨミ助成の同胞を険ij~ しさないと考えてい念 J

"υ マメ')カ;手むいては、ノ士、款と引にも人位的にも多悌で去る Lい u う千十会自>~、

パ ククラウンドがあるつペつヘコ邑純化LてL、うと、そ λしんヲ実乙そが、多様

!~l を有重 tぺきとい弓命事J を '1 み I_U して v 、るとも l' えるかも ~_ ;fしなしし iし、治、

えると、多;;;':'牛+~主主←;べ去という議論は、多 J ， 的であるという'Íì-'fが、先1 J 

Lているこもし通える

このこ f:;関連し亡、「そもそも伐泡カ4いかなL{十会的前1ft:，こkえられ、こ
れにどこまで;}.:i't:(!)-f-子院を及ぼ-'うるかは、法市〉し亡グ)):~:.:法学に"てった陪

は :J~定的なヰ111司-C'ム貯11:'.しうるにすぎ JないというJ円相があるむ川引|史r"需
i義と芯江沢)保|詰 安均ほか・前J0LL(1郎 :1 8'1頁の友fJLし出自民 Se:n~;l(' i 11 

()n tJ'k Exjm;ssil'i-' fundiuυ0/ L{(1!'， 1iJi1 t-. Pa. L. Rc¥'. 2021 (i~花見 J

11'1 '1 1 問団付に tr 宇る許/円;ついては、さしあ l_~ :) :土、 MI口.RíHQ;_~ (~:2) 7 

2:白3 柄11救?2¥内問味深い川仁、谷として、森英樹，岩法と公共l汁」円論J{'壬

「宇峠刊~'12:{;毛 I 与す (20U2{ド ) 13'{円以下"r之氏杭I煮詰とてよミ共 公共十字 公共陪l
芋論的苦察」森喜，j前制『同氏 'i~公 J!，図形成の可能件 比較志法的研究をふま

えて "本主干1lf寸十 山川1イ1"-) 2日以「。

1 :-:n Ef f~~の問題 i 〆〉いては、アメ 'j デj の議論と乃 ff係で、ノト f 皆11;2 l'団イイ乃?な

法上の権刈享hについてω ど祭 アメ 'Jカ令衆凶Lおけω1リザ;グ)畏問を索

付とし"('--，神子守J千品 μ、デ22 -t主 i せ(ム992チf\1 岡山下"、下智史 l 人ほ~ti~

百台の[1]検 lす んf，)\、|仙台おける人権先|苧._~ (f-lノ河T論1'1.. 2007年j

L~ ノ士、n的乱1千十(ついては、大tdq 二htと主教制限(i-イ建「沼 109(:イ
1 "-~私人問効力論のア---' 1)カの状川については、本 r;'fにiと「私人阿にiヨけ心人

祷保障をめ〈る ~~I-，Ii1と実践的扶五一神l' 字む法学3-1 有言う i 号 (200/~JI''; 83日iノ

~Lì:.土砂コ :.J'199) l:543 1 :，C-I 



とJを検討する必要があるだろう d

ふ 士山

間 "iG

とりわけ、ノ主的長社と;主家の関係を検討する際には、干上会保〉いっ

たものを巡仇¥い主な v、だろう合たとえば、 I信教のu山の理解l手、 f十三7
1主!の捉えノ川、も依拠すみ。人々の信仰子る宗教に奉ぶ的な同質性がある

ことを!日提:ご、人は市民十|会の構成員であると |ιすれ~T-:2能〈ノコ怖の伝昌で

めり、;J¥世:])権成ど万設とは柁互に3自立であるとJ記えるならば イョ殺

の白jJ:ir干ii-(u0B月と (j:jjl;1~の午.!tIJ のものとされ、 fI重いよ;是認が史請さ

れるJ'おとJD技されるとおりゃあるわ

ニオL りを踏まえ丈~， λで、お 49 は、表明叩(、ない，_ It，それに

:こ時速してし hる、宗教的}宗吉正のPlJに対寸る(給付や説日刊の):白jおが、
アメ Jカドおいて、ぷ:1)後経に論じられている状況を提示したいl剖〈

1" 次回文雄宗教の自由の民院友商文雄ほか 口'JJ告所0.06)3t8Hの衣Tし

なお、 JLi Ll 刻t/~すると乙ろの [-7-")レカヘ 戸心力;こいえl王、ツラ〉ス三さ:h/0っ

フランスでl土、 性的にv、えば、臣家が、"、投を理由にして、あるh1体をf十和j

促するごとが訴け句れる ζ い:，;:ZU if ----k~l; . I人藤江典 7申 (/){'J-~ 'V:; への

法 スカ---)論宇からみるE'fE人とイスラム7)附壱 (1木F論社.2()07~1'.).， 

占主役l、政教分析1:ß!J成〉いろ i片j~lr:.閉しては、株居伐行 可款の宵叶〉此教

分離の I記i/L関係』 弔問 1'ほか南・~掲 iJ:: :)'111 ~f~\ t:" 

なお 政投うJ艇と、政:，fJ~1í，刷 C)Iむ H: にうい、は、 :7(C-) .J うなよわLl:J，)~~汁，A三円

殺すIji1: ，:.きさ:m :)jρw-;allt {マl'O¥'eCi日 V，SllFl1下 11， 129¥Ct， 1125， 11l1-1122 
(2以泊j

1~.4 +-:婦は、お44;〉?てのよ JI 夜ぷJ されゐ/ト、柚Jζ 、ア〆リカ}-:~:;:;:j、学 i おし I て

最近iエ巨されている、政府百論と、ミう;~誌を検"げゐー近午、 T土庁百論とい λ

主丹ヲに;正、 '"カ'ICIでも fサ)~t -C t 、るc

元才Jll芳究によるこ、は!ff百論とは、 l不姐':Jjな仕方でのは111しに上る百論的場

心);1二ITI;，7) 叫 :i2七lJ どされていゐ〔政治オ lJ170〉虚 I~':の判慨は、「宣:JよJ 的にjをふj

を f7~~~:.j ゐ少いう ~~'it告が、可:ill~~ さ 1 しもし hことであるりてして、区氷B}j.;:rY.:の:::'1iT:宝

がよくよ年論されてν、る、そ二では、給付とし ιう;ほ訟であっても、 w家(土、 ij ~布
市助;こ対Lご、ある1寺i}Jなメァ..1-，.ージ士売するノにき1はないとされ、いる。要

する仁、 :れら (J) 手二;~Gi土、|五13己防;めの同組子、忠性同組化1.~っとする試みと

し1えるXろう、

1511 ，1t品、OO¥:J'~98; 1342 



政l付:7)i=守清介入排司!「ゐ"

Lかし、政対弓請の浬詰l羽Fる研先l:l土、ノ/なくとーも、次のような問題占

がある1すなわち、給々という 151宅:こぶる回永介人 (f:'!j')をとりあり前て、 tG:
討を行<，て ν、るといッきら u川志る〕こうした状況は、佼j;rtするよっに、ある

べえ;6u、:;1i'誌の情12;;こ際 -r、好王しいものとはい去ないどろう}
なぜならば、そもそも、日家税制乃あノょう b検討するλダパヂ[よ、「中古fナ」

Y いう手tんのみなりヲ¥ 足巾!Jν いう手7人を作めナヲ 7えで、， ，-ヨ各区か~) C:'つ同トHJ

べJ、l凶:ポiよる ur竹I (ì)品りふろを検n';'~9-べきであの 7J' らであるリ

そてに本f~~，土、JfSt::{.;'[→誌のメi;~~:'こ芦がのぼるてとで、にの!，-(~こ均するべ

スラノ〉を r-ll~ らかにする その結果と Lご、アメリカにおいど(二、表現規Ij的

問題にドミLて、「阿家からの庄由J (1)原則が、非常強<c向念7，!.，てし!る

ニとを市lit~，ミず..;;)，

より具体的:こいえば、主~~lJ干」一守口市ヤ;，;' ì-:'- ノという i j命、政if、賀会ミいう ij論

などの 'J見ililjJ01)問題に対 1/~亡、アメ')ヲワ迷子〉古士山裁:よ、ゴド.:，に州市 lYJ-~~姿勢

をti:'がしている二とや明ら刀にする Jこれは、与しあと;~，ょ、 l 忠号、の Urf-: TtTtf~ J 
う 般的j卑川上いっこr古ぎできる~そこで、われわれhL「思本目、の向H-uiJ"J詰」

のi忠liCを;お刊しつつ、政府百論乃fJE論を Fる之吹がある

tk!のJ与な河出|羽心ドょすると、政附77ATに|叫する同制(立、次グ);う lこ科

目することが l C~ .:;:: すなわち、第 1に、此:{f百誌rコ;:q:誌は、給付脱出'1 冗論

争、部片的 l'I4?主寸ゐ丈めの理論告主である。泊三 γ 、 lzr!.] 汗識のf~首!';，(摂日寸

「る隊のl';hj是」い Lて、「思?需の自「門的ゅ の;，~91](1) i放さ.;r司らかいす

るよ、立どがある 3 そして、 γ メ q 方二台いては、I'f(;~ :l:tずの斗「円 T!T j>~i _: 0')原只lI:li¥

非常;こ"ふく j観念されい』る

L かし、ここで、本杭には、次のような問題が生じるだろう それは 主lJIJ

4二R日Vな tたとえば、主性ヤ同性愛者奇差別する上うな; R仲町同件 犬、どえ

~， J\ 宗教ôfi;) i対して、臣家:1、いかなるιi芦を取ることができるかという

諜主である。

これに土了し亡、本 f;7の靖ぷυ をい去ば、本杭は、 ~jj:H;包 j:_:Jt:呑有 L'; いる団体

lづすする表明科机;土、， ，~士1主的lJ111"¥為」の原民1:拍らすふ ζ、やお凶梨にこ

では、当?引っこ ζ ながら、具体的事叫における汚体の七L俗世問まえる必要があ

る)であるが、辺~tz ~jyç え より門休'1，には、宗教出休Jこ現: 豆めらhぐいる租

，f;l:，tや除という、ある榊幻自家助成)を敗目するという?トLクンゴ J を認すニこ

は、志;L~:と~ :，=ltt'，8 ~れるのマブはな v

アメりカにおけ命、羽も、でのドj忍 1羽与」のありようである 5，'e!e V()I();{~i 

刃U!iI'，α山山， 10()， alムQ三日

lJ 土のような状i>~ (j)矧ちてによ打、 +-"-11削工、 Yl-:のよう企結論を事<~ になο

従来の政札ぃ了?Jfリグ)埠μ川立、給付と;，う問題 Lだ:))を枚討し ιきたきらL、があ

るリうし、コ〕ぷつな叶究千誌はもおっ ζいる行I;j}が為るというベミごある

~Lì:，土砂コ:.)'197) l:541 1，21 
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最役l岳、木和l土、 これまで提小した只体的な問題ド汗して、も"，とも

適切と u、うべき解決嘉;:f.をfEノJ、するものでは、必ずLもないりそうれよ

なくて、アメワカ法兆二之高裁で!日h~おとなった、いくシかの ;'1)決こよ/設を

)8.うごこで、そごから関長h勺l見え七くる思考なしミし原理を探るもので

a)る J

それは、政府内口命に関ずる、ある先行指;幼うの=r禁を↑tii':;ζ と、 l彦;去の

人権j主主2 の役言~¥'こは、裁判規範と1てのそれに尽くされぬものrゾあるJ12: 

ことて?あり、さらには、.)吾法 r，oJ人権条項J土、社会lごと十起する憲法院

恕をJJ;く発'"L、その伝yl)~.}) 丈めのJ首長 l を捉供守る τ \，.，う役 !?lj をも有マ

る"ぶことでもある。

このことは、成rtH論の浬請としての限界と符;寸に悶迫していると三

れるが、同時に、本1高がjttjJç-~ るような，，~lfJ 己百台の多義的γブローナも

また、ま J、たく jnl~ 者同こではないことを司、しているとはいえなUだろうか→J

言論肋j去を検 iすする出?には、表現のUl'jに関する向L立を検 iすする出?の、首徒会

イそを踏まえ之必要があるしよ :i 具仏Ú~c:いえば巳アメ '1プ1;++設に.13し1ては、必
ずしも Ilffl主義市ではない凶t木恒三~ie:市に仔在する、でして、それ Lつの凶t木L

jすLL JJ、l宏容 J 七姿勢カとられ tいるという 1後忌 1をil'i1まえる必要が志
ふだ人うベ

この上うにして、ヰ棋は、政イ-;Iーオィの院、を背宗とし 、f'J善之介入的認めら

れゐライ Lがその院の士iヒヤ見守代??守、に{衣右ずゐこ hを不L い〈ハ政Ilt乙rfill
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